
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

岡山市・岡山市社会福祉協議会 



 
 

 

 今、私たちを取り巻く生活環境は、少子高齢化、人口減少といった問題を背景に大きく

変化しています。独居高齢者や高齢者のみの世帯が増え、地域社会から孤立する高齢者や

老々介護や認々介護の問題も取りざたされています。 

一方で家族機能が脆弱になり、地域のつながりも失われつつある昨今、高齢者を家族や

地域で支えるということはなかなか困難なことになってきています。 

そのような中、「地域での支え合い・つながりはやっぱり必要だ」「何とかしなければ」

と感じ、「安心して自分らしく暮らし続ける」ため、地域の中で居場所や見守り・支え合い

の活動に取り組んでいる方がいます。 

この冊子は、支え合いを行っている方の想いや取り組みの様子、具体的な運営の方法な

どについて紹介し、「地域や人の役に立ちたい」「自分にも何かできることがないだろうか」

という思いをもちながらも、一歩踏み出すことを躊躇している方に向けて、活動のきっか

けや取り組みの参考になればとの思いで作成しました。 

地域の特色を生かした、それぞれ特徴のある取り組みと、支え合い活動から生まれるつ

ながりや笑顔が、岡山市のあちらこちらに、たくさん広がっていくことを願っています。 

 

 

 

 

 平成 27 年 4 月の介護保険改正に伴い、岡山市においても「岡山市支え合い推進員（生

活支援コーディネーター）」の配置と「岡山市支え合い推進会議（協議体）」を設置し、支

え合いの活動を広げようと取り組んでいます。 

 「支え合い推進員」とは、支え合い・助け合いを広める働きをする人です。支え合い推

進員には「活動を新たにつくり出す」「今ある活動を充実させる」「支え合い・助け合いを

広める」「活動と人とを結びつける」という役割があります。 

 「支え合い推進会議」とは、支え合い推進員を助けながら、それぞれの分野（通いの場・

困り事支援・見守り活動・移動支援等）で支え合い活動を新たにつくり出し、支え合い活

動を拡大させるための話合いの場です。 

岡山市では、『地域に支え合いの花を咲かせよう』をキーワードに、地域での話し合いの

場（地域支え合い推進会議）づくりを中心に、地域での「見守り活動」「通いの場づくり」

「困りごと支援」などの支え合い活動を推進しています。 

 

支え合い活動を広げるために… 

はじめに 
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■活動のきっかけ 

平成２３年に富山学区が岡山市安全・安心ネット

ワークの「地域保健福祉のモデル事業」を実施する

こととなり、小地域ケア会議にて、福祉委員・援護

委員制度が立ち上がりました。福泊町内会では福祉

委員の募集は町内回覧で行われ、以前から活動して

いた「すこやかサロン」のボランティアを中心に福

祉委員を引き受けることになり、福祉委員２３名、

援護委員９名で活動を開始することになりました。

見守り活動を行う中で地域の高齢化が進み、活動ボ

ランティアが不足していくのではないか、という不

安が強くなりました。平成２５年に再度町内回覧に

よる各委員の募集を行いましたが、自ら手を挙げて

くれる方はいませんでした。そこで町内会長と共に

協力を得られそうな方の自宅へ訪問を行い、お願い

をしたり、先にメンバーとなってくれた方の推薦に

より、更なる福祉委員・援護委員の補充が行われ、

現在のスタッフ数となっています。また見守り活動

だけでなく、通いの場「紬の会」を開き、見守り活

動にもつなげています。先に立ち上がっていたふれ

あい・いきいきサロンの「すこやかサロン」が見守

りに重要な役割を担っています。 

 

■活動内容 

【見守り活動】(見守り人数 ３～４名／人／日) 

①会議で見守りが必要と思われる方について話し

あい、その方の近所に住んでいるスタッフが、自

宅の様子を確認する(郵便ポストや新聞受け、照

明、洗濯物、門扉や玄関の状況等) 。 

②偶数月の第２水曜日に、「福祉委員定例会」にて

情報交換をしたり、研修、食事会等で親睦を深め

たりする。 

③年に一度、福泊町内会のパトロール隊、安全見守

り隊、福祉委員、援護委員が集まり「合同打ち合

わせ会及び懇親会」を開催する。  

【通いの場「紬の会」】(利用者数 約２０名／回) 

 紬の会では、地元の高齢者が生産している野菜を

当日の朝スタッフが収穫して販売し、高齢者の生き

がいにつなげています。また、地元のデイサービス

に配布し、新鮮な野菜が手に入ると双方から喜ばれ

ています。 

 

 

 

 

 

 

■活動の効果 

活動の最初は、見守られることに対して警戒心を

持っていても、お互いを知っていくことで、次第に

笑顔が見られるようになり、顔を合わすことを楽し

みに待っていてくれる方もいます。８０歳以上の独

居の方に、誕生日当日にプレゼントを持って訪問す

ると非常に喜ばれます。親しくなると、自宅内に招

かれ小１時間お話しをすることもあります。 

見守り活動を行ってから、この町内では誰にも看

取られることなく、亡くなってしまう方(孤独死で

亡くなられる方)もおられません。この状態を継続

していきたいと思います。 

 

■工夫していること 

スタッフの負担が強すぎても、活動の継続につな

がりません。日常の生活範囲の中で、気になる方の

見守りをお願いしています。あくまでボランティア

として行える範囲の活動を行っています(負担にな

らない範囲で)。 

定例会では、スタッフ皆が笑顔で楽しく活動する

ための懇親会を行います。また、万一のことを考え

てボランティア活動保険にも加入しています。 

 

見守り活動 
富山学区 福泊町内会 

福祉委員・援護委員による見守り活動 

 

インタビュー 代表者：本澤 美夜子 

富山学区情報 世帯数 6,110 世帯 人口 13,671 人 高齢化率 30.6％ 

「紬の会」開催時の暖簾 
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■参加対象者 

見守りが必要と思われる方。また８０歳以上の 

独居の方は毎日見守りを行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■場所・開催時間・利用料金 

【見守り活動】 

ほぼ毎日実施。町内全般を随時。 

【通いの場「紬の会」】 

毎週木曜日１３時～１６時。珈琲一杯１００円。 

場所は町内公会堂。 

【すこやかサロン】 

毎月第 1 金曜日１３時３０分～１５時３０分。 

会費２００円。場所は富山公民館。 

 

■ひと 

福祉委員２９名と援護委員約７０名 

(福祉委員は援護委員と兼任) 

 

■運営費 

＜収入＞ 

・「紬の会」の利用料金。野菜等の販売。 

・町内会費からの助成金。 

＜支出＞ 

・福祉委員定例会の会議費や研修費。保険料。 

・８０才以上独居高齢者の誕生日プレゼント代 

・会報の印刷代。 

 

 

 

 

 

 

■ネットワーク 

町内会／民生委員／社会福祉協議会／富山公民館

／ 地域包括支援センター 

 

■苦労した、苦労していること 

・スタッフの高齢化が進んでいるが、ボランティア

として参加してくれる若い人が少ない。 

更に仕事等の関係上、情報交換会の出席が難しい。 

・町内回覧等ではスタッフが集まらない。 

・個人情報の保護範囲の判断が難しい。 

・地域の高齢者が集まれる範囲に、活動場所(通い

の場)が見つからない。 

・活動費の捻出。 

 

■今後取り組もうとする方に伝えたいこと 

町内会のご理解をいただき、福祉活動に協力して

頂けることが、活動を継続していくことにつながる

と思います。構成スタッフを集めることも大変なの

で、協力して頂ける体制を作ることが大切です。 

また、活動は特別なことは行っていません。気構

えずにボランティア活動を楽しんで参加していた

だければと思います。 

『～とんとんとんからりと隣組 地震やかみな

り火事どろぼう 互いに役立つ用心棒 助けられ

たり助けたり～(「隣組」の歌詞より引用) 』 こ

の歌のように、お互いが助けられたり助けたりの活

動が地区の中でもっと大きく広がって欲しいと思

います。またこのような活動が多くの地域にも広が

って欲しいと願っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜富山学区の福祉委員・援護委員の役割＞ 

福祉委員：一人暮らしの方、高齢者のみの世帯の方等の日頃の見守り、声掛け、災害時の安否確認等

を行う地区組織の一つ。 

援護委員：災害時に情報の入手が困難な方、自力で避難できない方、また災害時以外の事故(転倒等)

の手助け等を行う地区組織の一つ。 
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■活動のきっかけ 

 山崎東町内会は新興住宅地で同年代が同じ時期に

住み始めたため、高齢化が一気に進んでいます。町内

会ができた当時は子どもが多い町内でしたが、現在は

学区内でも高齢化が進んでいる町内の一つとなって

います。 

 以前より、仕事を退職したら今までの経験を活かし

て地域に恩返ししたいという思いがあり、町内の方と

もそのような話をしていました。私もいずれは地域に

お世話になる可能性もあるので、まずは元気なうちに

町内のために出来る範囲で活動をしようと思い、「山

崎東町内会見守り隊」を立ち上げました。 

 

■活動内容 

【見守り活動】 

①対象者の見守り・声かけの実施 

 定期的あるいは通りすがり等に見守り、問題の早期

発見につなげていく。照明の状態（昼間点灯、夜間

不点灯）や郵便物が溜まっていないか等から安否確

認を実施。 

②挨拶運動、おかえりコールの実施 

 見守り隊員が当番を決め、平日は毎日 2人体制で小

学 1 年生～3 年生が下校をする時間を重点的に、挨

拶運動を行っている。 

③見守り隊会議の開催 

 隔月で年 6回、見守り隊員が集まり、平素の見守り

活動についての話し合いを行っている。また、必要

に応じて、世話人会や関係者と民生委員児童委員及

び地域包括支援センター職員等を交えたケース会

議を実施している。 

④あんしんカプセルおかやまの配布・友愛訪問 

 17 組ある町内を 4班に分け、リーダー・サブリーダ

ーと民生委員児童委員が協力して配布。地図に配布

先を記し、年 1回あんしんカードの更新も兼ねて友

愛訪問を実施している。 

⑤ラジオ体操の実施 

 町内にある内科医院の駐車場を借りて平日の朝に

実施している。 

【居場所作り】 

①山崎東町内会サロン「ニコニコの会」 

ひきこもりがちな高齢者に外へ出てもらうために

作ったサロンで、季節の行事や病院の方による講座

などを行っている。利用者は約 20 名、運営ボラン

ティアは約 10 名で実施。運営ボランティアについ

ては、当番を決めて役割分担をし、参加費や町内会

からの補助金等で運営している。 

毎回サロンの終わりには、町内でピアノを教えてい

る先生が演奏をしてくださり、参加者全員で楽しく

歌をうたっている。 

 

②ニコニコ・ディスコンクラブ 

 他地区にディスコンクラブがあるとの情報をいた

だき、町内でもディスコンクラブを立ち上げたいと

思い、2年前に立ち上げ。現在 9名で活動している。 

 

 

 

 

 

 

③「あっ晴れ！もも太郎体操」の開催 

平成 30 年度より「あっ晴れ！もも太郎体操」

を住民主体で開催している。 

 

見守り活動 
旭操学区 山崎東町内会 

山崎東町内会見守り隊による見守り活動 

 

インタビュー 代表者：出井 敏雅  問い合わせ先：☎086-276-5272 

旭操学区情報 世帯数 3,814 世帯 人口 8,907 人 高齢化率 27.9％ 

 

サロンでのディスコン大会 
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■活動の効果 

 町内に知り合いが増え、今までは道端で会っても会

釈をするくらいでしたが、挨拶をしたり話しかけたり

しやすくなりました。また、町内の方から顔を覚えて

もらうことが出来、話しかけてもらえる機会も増えま

した。町内の知り合いが増えたことにより、町内には

隠れたすばらしい人材が大勢おられることに気付く

ことも出来ました。 

 

■工夫していること 

 困りごとなどを一人で抱え込まず、見守り隊員全員

で共有するため、隔月に 1回必ず見守り隊会議を開催

しています。また、見守り隊だけで解決をすることが

困難なケースに関しては、行政等の専門機関と連携し、

対応しています。 

 「ニコニコの会」はメンバーの固定化と男性の参加

者が少ないことから、男性の方も来やすいサロンを目

指して、平成 30 年度は介護予防体操も取り入れるこ

とにしました。 

 

■参加対象者 

見守りが必要と思われる方 

※あんしんカプセルおかやまの配布対象者は、①70 歳

以上高齢者、②75 歳以上高齢者のみの世帯、③障害

者手帳所持者、④見守りが必要と思われる方のうち、

上記①～④のいずれかに当てはまる方 

 

■場所・開催時間・利用料金 

【見守り活動】 

町内全般を随時実施。 

【山崎東町内会サロン「ニコニコの会」】 

日 時：毎月第 4月曜日 13 時～15 時 

会 場：山崎東町内会集会所 

参加費：200 円/回 

【ニコニコ・ディスコンクラブ】 

日 時：毎月第 2・4木曜日 13 時～15 時 

会 場：山崎東町内会集会所 

参加費：100 円/月 

【介護予防体操】 

日 時：毎週水曜日 10 時～（1時間程度） 

会 場：山崎東町内会集会所 

 

■ひと 

見守り隊員 26 名 

 

■運営費 

＜収入＞ 

・町内会からの補助金 

・サロン会費 

・見守り隊会議参加費 

＜支出＞ 

・見守り隊会議の会議費 

・ボランティア保険料等 

・研修費 

・事務費 

・消耗品費 

 

■ネットワーク 

町内会/民生委員児童委員/岡山市社会福祉協議会/地

域包括支援センター/操南公民館 

 

■苦労していること 

 見守り隊員の中でも「見守り」の認識や意識の差が

あるので、どこまで見守りをすれば良いのか等、隊員

一人ひとりで違います。意識を統一するために、今後

は研修会も開催したいと考えています。 

 

■今後の抱負 

 「山崎東町内会見守り隊」は、『お互い様の気持ち』

を大切に活動しています。 

今後は町内の方ともっと顔見知りになり、お互い様

の気持ちを大切にしながら、些細なことでも頼みあえ

るような関係を作っていきたいと思っています。全く

知らない人に頼みごとは出来ないと思うので、見守り

活動や「ニコニコの会」などを通じて、まずは顔を知

っていただき、そこから頼みごとがあればお互いに言

い合えるような関係がつくれたらいいなと思ってい

ます。 
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見守り活動・困り事支援 
福田学区 

向こう三軒両隣の復活 

（福田学区連合町内会・福田学区の安全と安心をまもる会・福田学区サポート協議会）  

インタビュー 代表者：正保 弘行 

福田学区情報 世帯数 4,744 世帯 人口 12,184 人 高齢化率 24.1％ 

 

■活動のきっかけ 

 行政に任せられないと感じ、行政が作った生活支

援サポーターのフォローが出来ていなかったため、

福田学区で独自にサポーターの活動を話し合い、取

り組みを決めました。 

 

■活動経緯 

 福田学区の小地域ケア会議は平成22年 5月から、

年 2回程度の会議を開催し、あんしんカプセル配布

や介護支援サポーター養成等を行ってきました。 

 平成 27 年 10 月の小地域ケア会議では、高齢者の

状況把握のためのアンケート調査を実施すること

が決まり、12 月にアンケート用紙を各町内へ配布、

翌年 5月にはアンケートの集計結果をもとに、今後

の方向性を話し合いました。 

 6 月と 9月には「支援サポーターの今後を考える

会」を開催し、サポーターの現状と今後についての

話し合いを重ね、福田学区独自のサポーターの組織

化を進め、各町内での代表者（連絡係）を決めるこ

とになりました。 

 平成 29 年 2 月の小地域ケア会議では、福田学区

支援サポーターの活動内容について話し合い、サポ

ーターが組織化されました。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■活動内容 

 住民同士が支え合う環境をつくり、相互の連帯感

を深め、支援を要望する住民を支援することを目的

として次の活動を行っています。 

①日常生活で近隣の居住者と気軽に相談・支援が出

来る環境づくり。 

②支援を要望する住民には、常に目配りをして希望

に添った対応をする。 

③その他、目的の達成に必要な活動をする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 立ち上げは学区で声かけをしましたが、画一的な

ものを目指していません。活動は町内単位とし、各

町内の実情に合わせた活動にしましょうと話をし

ています。 

＜活動の一例＞※町内によって活動は異なります。 

高齢者の訪問・声かけ 

町内の見守り（町内の人と話をしながらウオーキン

グを兼ね健康づくりになる） 

子どもの登下校時の見守り 

お知らせや配りもの等の時に情報収集 

近所の高齢者のゴミ捨て 

電球交換 

庭木の剪定 

簡単な雨樋の修理 

子どもから高齢者までの交流の場づくり 

サロンの開催 
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■対象者 

 困っている人（地域住民全員が対象ですが、学区

外から来て、困っている人がいれば当然助けます） 

 

■利用手続き 

 手続きは特にありませんが、サポートリーダーが

中心となり町内を回り、困りごとを把握しています。

情報は町内会長や民生委員児童委員で共有してい

ます。ビスご利用予定がある場合には訪問した支援 

 

■利用料金 

 基本的には無償のボランティア活動です。 

 ただし、助けてもらった人がお礼をしたいという

場合には気持ちを尊重しています。次にお願いしに

くくならないようにしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ひと 

【サポートリーダー（学区内 18 町内：約 40 名）】 

町内をまわり、困り事の把握をする役割。サポー

ターと協力して支え合い活動を行う調整役。 

【サポーター（学区住民全員）】 

支え合い活動に実際に取り組むのは、学区全員。

子どもや高齢者も支える側になることがありま

す。 

 

■運営費 

 ボランティア活動なので費用はかかりません。 

 

 

 

 

 

■工夫していること 

 日頃のコミュニケーションをとるようにしてい

ます。家に行く時は出来るだけ複数で行くように気

をつけています。 

 また、入り込みすぎないように（やりすぎないよ

うに）しています。専門の業者に頼んだ方が良い場

合もあります。 

 福田学区支援サポート協議会という組織を立ち

上げ、活動の中心となるサポートリーダーをフォロ

ーしていくため、平成 29 年 3 月には「福田学区支

援サポーター交流会」を開催し、活動事例の報告、

グループごと情報交換をしています。 

 

■苦労していること 

 まだまだ、困っている人が気軽に頼める環境にあ

りません。「助けて」が言えないため、「助けて」が

言える環境や人間関係をつくっていきたいと思い

ます。 

 町内会ごとの活動であるため、意識や活動に温度

差があります。 

 

■地域の人とのネットワーク 

 町内会長、民生委員児童委員や各種団体の代表者

等との連携を大切にしています。 

 

■今後の展望 

 向こう三軒両隣の復活 

 

■メッセージ 

 身近な地域での仲間づくりに取り組んで欲しい

と思います。苦労もあると思いますが、ただ 1 日を

過ごすのではなく、楽しむことに挑戦して欲しいと

思います。 
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■活動のきっかけ 

平成２３年度より「みんなが安心して暮らせる地域

づくり」を目指し、学区内の各種団体と専門機関が協

議する南輝ケア会議（小地域ケア会議）が発足しまし

た。地域保健福祉のモデル事業（あんしんカプセルお

かやま等）を行っていくと、「あんしんカプセルおか

やま」配布後も継続して見守り活動を続けていきたい、

見守られる人も見守る人も安心できる仕組みづくり

がしたいと思うようになりました。会議を重ねていく

中で、以前から行っていた学区のパトロール活動に加

えて、高齢者への声かけをしていく必要があるのでは、

という意見があがり、平成２７年４月シルバー見守り

隊が発足することになりました。 

 

■活動内容 

カプセル配布者を中心に町内高齢者への声かけ、安

否確認（「見守り隊の手引き」に基づき活動） 

＜具体的活動＞ 

①高齢者の見守り・声かけ：郵便物が溜まっていない

か、家の電気が点いているか、などの安否確認、日

頃の声かけ。 

②訪問活動：年 1回の「あんしんカード」の更新確認

やカード記入の手伝いなど。 

③情報交換、シルバー見守り隊員の活動報告会の開催

など。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■活動の効果 

第１次小地域福祉活動計画の活動推進として、Ｈ２

８年度は①「あんしんカプセルおかやま」の配布先の

拡大、②見守り隊員の増員を目標に活動し、配布先も

見守り隊員も増えてきました。今後見守り隊の増員、

人材育成、後継者育成をしていきたいと考えています。 

南輝ケア会議を通じ、地域組織の横のつながりがで

きています。総務・企画会で企画案を練り、全体会で

話し合い決定していくことで、学区全体の合意のもと、

活動しています。 

また、「いきいき活動交流会」を年１回実施してい

ます。地域全体の交流の場となり、それぞれの町内で

実施しているサロンや老人クラブ活動などの交流だ

けでなく、地域の方それぞれの考えを出し合い、地域

課題について考える場にもなっています。誰でも気軽

に集える場づくりにもつながっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

見守り活動 
南輝学区 

南輝シルバー見守り隊（南輝ケア会議） 

 

 

南輝学区情報 世帯数 4,820 世帯 人口 10,689 人 高齢化率 32.8％ 

＜南輝ケア会議での取り組み＞ 

 

いきいき活動交流会 
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■工夫していること 

あんしんカードは更新が分かりやすいように、毎

年カードの色を変えました。 

更新の際、個別訪問だけではなく、町内公民館(公

会堂)でシルバー見守り隊員が対象の方と一緒にカ

ードを作成している町内もあります。 

それぞれに目的を持って活動している地域の各

種団体が、同じ目標に向けて活動すること自体大変

なことでした。まだ会議や活動の認知度が低いため、

地域の方々に、時間をかけて、地道に活動内容を理

解してもらっています。また個人情報の管理を徹底

しています。 

 

■ひと 

シルバー見守り隊員：約５０名 

（町内会長の推薦を受けた方、顔写真入りの見守り

隊員証を作成） 

見守り対象者は「あんしんカプセルおかやま」配

布対象者となります。 

（年齢や同居の家族の有無に関わらず、見守り隊の

定期的な訪問や年 1 回の「あんしんカード」の更新

に同意いただける方。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■今後の抱負 

地域団体と関係機関が積極的に連携し、協力し合

いながら「みんなが安心して暮らせる地域づくり」

を目指して活動を続け、南輝学区に住んでいてよか

ったと思ってもらえる地域づくりに繋げていきた

いと思います。 

 

■今後取り組もうとする方に伝えたいこと 

地域が一体になって取り組むことが必ず必要で

す。若い人にもつながりを広げていき、次世代につ

ながる活動をして欲しいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ネットワーク 

 

＜小地域福祉活動計画とは＞ 

小地域福祉活動計画は地域住民が地域にある様々な福祉の課題を考え、その解決に向けて活動

していくための方針を立てるものです。 

小学校単位で策定し、地域の実情に応じた計画を作ります。 
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通いの場 
吉備学区 

オレンジサロン（認知症カフェ） 

 

インタビュー 代表者：後藤 和美 

吉備学区情報 世帯数 7,813 世帯 人口 18,555 人 高齢化率 23.5％ 

 

■活動のきっかけ 

認知症サポートリーダー養成講座を受講し

て、吉備学区に認知症カフェがないことを知り

ました。また、この養成講座の講師(笠岡市で

行われている認知症カフェ「ようこそ」の代表

者)の取り組みに共感し実際に見学にも行かせ

ていただいて、吉備学区で交流やふれあいの場

の一つとして認知症カフェを開きたいと思い

ました。 

カフェの場所として学区の誰にもわかりや

すい場所がないか地域包括支援センター職員

に相談したところ、健康づくりや介護予防に取

り組んでいるＮＰＯ法人元気寿命を創造する

会を紹介していただき、地域のスーパーの隣に

ある活動拠点「元気ひろばパルク」の一室をお

借りすることができました。平成２８年６月か

ら月に１回カフェを開催しています。 

また、この場所以外にも車いすを利用されて

いる方でも安心して利用できる拠点を探して

いたところ、スタッフも住んでいる町内会の会

長が快諾してくださり、新たに住吉公会堂でも

カフェを開くことになりました。このカフェで

は、公会堂の台所を借りて、昼食を作り、みな

さん一緒に昼食を食べることができるように

なっています。今後の取り組みとしては、更に

活動が地域で広がっていけるように、地域の方

への広報を行っていきたいと考えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

■活動内容 

語り合い、おしゃべり、ゲーム、脳トレ 

認知症の相談、認知症の知識を学ぶカフェ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■工夫していること 

テーブル上の手の届きやすいところに、お手

玉やおはじき等の昔懐かしい遊び道具を置い

たり、折り紙で箸置きを折ったりして、興味関

心を持ってもらい、自然に心や体が動きやすく

なるように工夫しています。 
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■参加対象者 

おしゃべりを楽しみたい方ならどなたでも

ご利用できます。認知症の方だけでなく、認知

症に対して不安がある方、さまざまな介護でお

悩みの方、またひとり暮らしの方、交流を望ま

れている方が対象となります。 

 

■場所・開催時間・参加費 

①元気ひろばパルク 

第３金曜日 １０時～１４時 

参加費は２００円／１回（お茶、お菓子代） 

②住吉公民館 

第２土曜日 １０時～１４時 

参加費は５００円／１回（お茶、お菓子、昼食代） 

 

■ひと 

構成スタッフ：認知症サポートリーダー養成講

座受講者を中心とした約１０名で運営。 

 

■運営費 

スタッフ一人１，０００円の出資金と参加費

でまかなっています。 

備品は、自宅で使っていない物品を持ち寄り

ました。 

 

■ネットワーク 

地域包括支援センター／公民館／町内会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■今後取り組もうとする人に伝えたいこと 

一歩を踏み出す勇気があれば大丈夫です。声

をあげて仲間を作れば、必ず助けてくれる方が

います。 

 

 

 

 

＜認知症カフェとは＞ 

認知症の人やその家族が、地域の人や専門家と相互に情報を共有し、 

お互いを理解し合う場です。お互いを理解し合い、認知症の人の介 

護者の負担軽減や認知症についての正しい知識の普及、実体の共有 

を図ることにより、認知症の人や家族を支える地域のつながりを深 

めていきます。 

 

＜認知症カフェについてのお問い合わせ＞ 

岡山市 保健福祉局 高齢福祉部 高齢者福祉課 

岡山市北区鹿田町 1丁目 1‐1 TEL:086-803-1230 FAX:086-803-1754 
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通いの場 
大元学区 

大元ワイワイふれあいカフェ 

 

インタビュー 代表者：田中 修生 

大元学区情報 世帯数 7,879 世帯 人口 16,906 人 高齢化率 15.8％ 

 

■活動のきっかけ 

高齢化や、生活様式の変化、価値観の多様化な

どにより、地域の連帯感・人と人とのつながりが

希薄になり、住民同士の交流が以前より弱くなっ

ていることへの危機感を感じていました。なんと

か、人と人とのつながりをつくり、地域のネット

ワークを強くできないか、という想いから、だれ

でも気軽に集え、楽しくおしゃべりをして交流で

きる「カフェ」をやってみたらどうだろう、と思

い至りました。 

学区内にある大元公民館の地域担当職員に相談

したところ、公民館の部屋をカフェの場所として

利用することができるようになり、平成２９年７

月から月２回カフェを開催しています。 

参加人数は、回によって５人～５０人とばらつ

きはありますが、地域の幅広い世代が参加してく

れています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■活動内容 

・自由にお茶やコーヒーを楽しむ 

・語り合い、おしゃべり 

・各種団体の打合せ・会議等 

・季節行事（お雛さまやクリスマス会など） 

・世代間交流（学童保育「大元クラブ」による 

けん玉披露、餅つき大会イベント企画会等） 

 なんでも OK 

 

■工夫していること 

お茶を飲んだりおしゃべりをしたりするだけで

なく、カフェの場をなんにでも活用 OK にしていま

す。例えばカフェの中で、お茶を飲みながら地域

行事について相談をしたり、地域の各種団体が会

議をしたり。交通安全対策協議会からの持ち込み

企画で、高齢者交通安全教室を行ったりもしまし

た。 

また、せっかく公民館で開催しているので、カ

フェを利用して公民館主催講座も積極的に開催し

てもらっています。昨年度はみんなで素麺を食べ

たり、お店屋さんごっこ、子育てお父さん応援講

座などを行いました。 

「なんでも OK な場所」にすることで、地域の若

い世代から高齢者、公民館利用者、普段地区活動

に参加している人、参加したことのない人、多様

な人が気軽にカフェに来られるような場づくりを

心がけています。 
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■活動の効果、参加者の声 

カフェには大元学区への転入者や、一人暮らし

の高齢者も参加してくれています。大元学区はマ

ンションの建設も進んでおり、転入者も多いです

が、中には、転入したばかりの若いお母さんが子

ども連れで参加してくれています。 

参加者から「小さい子どもがいるが、普段の生

活で学区内の他の住民と知り合う機会が少ない。

参加してみると地域の雰囲気もわかって良い機会

になった。」という声も聞くことができ、地域の幅

広い世代が交流するきっかけになっていると感じ

ています。 

常連さんの中にはマイカップ持参で参加してく

れる方もいます。 

 

■参加対象者 

大元学区の方なら老若男女問わずどなたでも！ 

 

■場所・開催時間・参加費 

大元公民館 

第１、３土曜日 １０時～１２時 

参加費 無料 

 

■ひと 

実施・運営：大元学区を良くする会 

（連合町内会、地区社会福祉協議会、民生委員児

童委員協議会、婦人会・愛育委員会、地域活性化

推進委員会、交通安全対策協議会、体育協会、交

通安全母の会、安全安心のまちづくり協議会、老

人クラブ連合会、小学校 PTA、幼稚園 PTA、自主防

災会） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■運営費 

安全安心のまちづくり協議会に地域の各種団体

から支援を受けた助成金を活用 

 

■ネットワーク 

大元公民館／社会福祉協議会 

 

■今後の抱負 

 さらに多様な人のつながりをつくれる場になる

ように、地域の方への広報を行っていきたいと考

えています。 

平成 30 年度からは、「大元学区を良くする会」

の各団体が順番でカフェを運営することになりま

した。少しずつカフェに携わる人の輪を広げ、み

んなで話し合いながら運営していくことで団体同

士のつながりも強化できれば、と思います。 

 

■今後取り組もうとする人に伝えたいこと 

頭の中で考えているだけでは前に進みません。

まずは行動を起こす第一歩が大切。でも無理をし

てはいけないし、無理は続きません。「できること

からやっていく」という姿勢が大切だと思いま

す。多くの人と話し合いをしながら、時間をかけ

て理解を広げていきましょう。 
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ふれあい・いきいきサロン 珈琲の会 

■活動のきっかけ 

これまで、半田山ハイツ町内会では老人クラブの

活性化と地域での支え合い体制づくりを進めてき

ました。社協から「ふれあい・いきいきサロン」事

業のことを知り、お茶飲み会ができたらと思い検討

を始めました。先ずは他のサロンを見学し話を聞き

ました。サロン名「珈琲の会」、スタッフ町内会役

員４名、世話人１名と定め、役員会での承認を受け、

平成２６年３月より活動を開始しました。 

 

■活動内容 

・ドリップ珈琲を飲んでおしゃべり等。 

・ＤＶＤ観賞、詩吟などをすることも。 

・参加者の希望を聞くなどして、内容検討。 

・地元の薬局が定期（第４水曜日）に参画し、健康

教室や骨密度測定など行います。 

 

■活動の効果 

珈琲が美味しいとよろこんで利用され、継続参加

される方が多いです。立ち上げ当初は町内回覧での

周知を行いましたが、最近ではクチコミによって参

加されています。 

同好会等で集まった方が誘い合ったり、小学生下

校時の見守り・声かけパトロールをしている方たち

が、活動前に利用していることもあり、立ち上げ当

初から男性の参加者が多いです。喫茶店のような感

覚で気軽に参加できる場として地域に定着してい

ます。参加者の笑顔を見ると、これまで活動を続け

て来られてよかったと感じます。 

お互いに支え合える共助・情報交換の場として、

内容の充実を図っていきたいと思っています。 

 

■ひと 

 町内会婦人部高齢福祉部４名、世話人１名 

 

■対象者 

 半田山ハイツ町内会の方ならどなたでも 

 （１回２０名程度） 

 

■1 日の流れ 

１３：００～ 準備 

１４：００～ 開始 

受付で出席簿の名前をチェック 

（初めての方は、新参加者名簿に名 

前記入）、参加費を支払います。 

順次入れたてのドリップ珈琲を提 

供。飲みながらおしゃべり。 

１５：００  終了・解散 

１５：１５  片づけ 

 

■開催場所・開催時間・利用料金 

半田山ハイツ集会所 

毎月第２・４水曜日 １４時～１５時３０分 

５０円／１回１人 

 

■運営費 

＜収入＞ 

利用料金      （約２２，０００円／年） 

町内会からの補助（※市社協助成金） 

           （２０，０００円／年） 

＜支出＞ 

サロン保険       （６，０００円／年） 

珈琲豆等の食材    （２２，０００円／年） 

什器、会議費     （１４，０００円／年） 

 

 

 

 

 

 

 

通いの場・困り事支援 横井学区 半田山ハイツ町内会 

ふれあい・いきいきサロン珈琲の会 

ふれあい支援リンク 

インタビュー：野津滋 

横井学区情報 世帯数 7,127 世帯 人口 16,204 人 高齢化率 24.1％ 
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ふれあい支援リンク 

■活動のきっかけ 

 サロンの参加者や、地区の民生委員から、一人暮ら

しや高齢者のみの世帯ではゴミ出しや庭の草刈リ、蛍

光灯の取替えなどができなくなり困っているとの話

があり、高齢者の日常生活支援を単位町内会として組

織化しました。立ち上げに向けて、先進地の視察、町

内会役員での検討、町内会で毎年実施している「安全

安心ネットワーク勉強会」にて市の関連部署・ＧＯＧ

Ｏ津高の協力により高齢者支援活動について意見交

換を行い、平成２９年１１月に活動を開始しました。 

 

■ひと 

 ボランティア１８名（平成 30 年 3月末現在） 

 町内回覧でボランティアの募集をしました。 

 

■工夫していること 

 定期的かつ同一内容の依頼は、受付を簡素化してい

ます。運営は、町内会執行部（会長、副会長、総務部

長）、民生委員、リンク代表者による合議制としてい

ます。 

 

■今後について 

半田山ハイツはいいところだな、高齢者のパワー

すごいなと思われるような、地域にしていければと

考えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■活動内容 

※半田山ハイツ町内会作成資料より 

対象 

半田山ハイツ町内会員で日常生活の支援を要す

る場合（原則として、満７０歳以上の一人暮らし、

または夫婦のみの世帯） 

 

ふれあい

支援リン

クの性格

ときまり 

１．無料ボランティア 

２．支援は１時間以内（例外：医療機関の同行な

ど） 

３．車の運転は代行も含めて対応しない 

４．複数サポーターまたは単独サポーターで実施 

５．サポート活動を活動記録表に記載する 

 

支援活動

を行わな

い日 

お盆、年末・年始 

支援の例 

１．ゴミ出し（可燃、リサイクル、埋立、粗大） 

２．電球の取替、リモコンの設定 

３．家具の移動 

４．草取り、庭そうじ 

５．声かけ・安否確認、話し相手 

６．医療機関への同行 

７．その他、素人でもできること 

 

支援の受付 

民生委員をはじめ、区長など町内会全役員が受付

窓口になり、リンクの代表者へ依頼内容を伝達す

る。 

 

備考 

支援を提供できない場合もあります。 

 

 

■ネットワーク 

ＧＯＧＯ津高（岡山市支え合い推進員、津高公民

館、地域包括支援センター、保健センター、介護予

防センター、岡山市社会福祉協議会） 

 

Ｇ

Ｏ

Ｇ

Ｏ

津

高 

 
 
 
 

※
依
頼
内
容
の
追
加
な
ど
を
適
宜
報
告
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■活動のきっかけ 

平成２５年に高松公民館の「健康のヒケツ」

講座の中で、健康な体づくりに役立つラジオ体

操を取り上げたところ、参加者から仲間と一緒

にやりたいという声があがり、公民館の開館日

に毎朝行うようになりました。現在はラジオ体

操だけでなく、ＯＫＡＹＡＭＡ！市民体操も取

り入れて活動しています。 

毎年冬になると、近くの幼稚園の園児たちが

週に１～２回、マラソンをしながら公民館に来

て一緒に体操に参加するようになり、園児との

交流の場にもなっています。また、公民館行事

の中にも体操を取り入れ、地域の人々が気軽に

体験できるようにしています。 

 

 

■活動目的 

健康づくりと地域住民のふれあいなどを目

的にしています。 

 

 

■活動内容 

９：００～ ラジオ体操 

９：１０～ ＯＫＡＹＡＭＡ！市民体操 

９：１５～ 出席カードにスタンプを押しても

らって解散 

 

 

 

 

 

 

 

 

■参加者の声や活動の効果 

参加者からは「毎日参加して体調もいい。毎

日楽しみにしている。」「家に一人だと体操をし

ないので、ここに来て体を動かしている。体操

に来ると１日が始まって、今日も頑張ろうと思

う。」「人から聞いて参加するようになった。近

所の人とふれあえるので、毎日来ている。」と

いった声があります。毎日参加している人が来

ていないと、「今日はどうしたんだろうか」「様

子を見に行ってみようか」と安否確認の場にも

なっています。 

参加者は公民館まで歩いてくる人がほとん

どで、最初は車で来ていた人も歩いて来るよう

になり、「痩せた」「お昼ごはんがおいしく食べ

られるようになった」という方や、足腰が悪か

ったが「足腰が鍛えられ、たくさん歩けるよう

になった」という方もいます。 

公民館には地域のイベントや様々な情報が

入ってくるため、情報発信の場となっています。

この会に参加したことで、他の公民館講座やク

ラブに参加するようになり、友達が増えたとい

う方もいます。平成２７年には庄内・加茂学区、

平成２８年には鯉山学区で、１カ月体験講座を

実施し、この高松公民館での活動をきっかけに

鯉山学区では、ラジオ体操をする２つのグルー

プができ、地域に活動が広がっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

通いの場 
高松公民館 

ラジオ体操＆OKAYAMA！市民体操 

 

 

高松中学校区情報 世帯数 6,943 世帯 人口 17,462 人 高齢化率 29.8％ 
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■工夫していること 

出席カードを作成し、参加の状況が目に見え

るようにしました。継続して参加してもらえる

ように工夫しています。 

 

■参加対象者 

地元住民 

１回の参加人数は約３０～５０名。 

 

■場所・時間 

高松公民館 駐車場 

９時～９時１５分 

休みの日は水曜日、日曜日・祝日と雨の日 

 

■ひと 

構成スタッフ：健康市民おかやま２１メンバー、

高松公民館職員。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■運営費 

＜収入＞ 

利用料金なし 

＜支出＞ 

なし 

 

■ネットワーク 

健康市民おかやま２１高松会議／高松公民館 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜健康市民おかやま２１とは？＞     

 岡山市では、「すべての市民が健康で自分らしく生きられるまち」を目指し、平成１５年１月に「健康

市民おかやま２１」を策定し、市民と行政が一体となり健康づくり運動を推進してきました。この計画は、

「岡山市都市ビジョン」の健康づくり分野の計画として位置づけ、健康増進法に基づき、市民の健康の増

進の総合的な推進を図るための方向性や目標を定めるものです。市民、企業、専門団体、地区組織、ヘル

スボランティア、公民館、学校園等との連携による健康づくりを推進していきます。 

 

＜お問い合わせ先＞ 

岡山市 保健所 健康づくり課 

岡山市北区鹿田町一丁目 1 番 1 号 TEL：086-803-1263  FAX：086-803-1758 
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■活動のきっかけ 

平成２６年４月から万富公民館で毎週介護

予防教室が始まり、１年間教室に参加し顔を合

わせたことで、みんなが親しく声を掛け合う仲

となりました。しかし平成２７年４月から月１

回に変更になり、せっかくみんなが楽しく参加

している場を失いたくなかったので、自分たち

で週３回運営し、毎週の集まりを継続していこ

うと千種楽々クラブを立ち上げました。毎回３

０人を超える方が集まり、みなさん楽しんで参

加されています。 

参加者の中には、毎週月曜日を楽しみにタク

シーで乗り合わせてこられる方もいらっしゃ

います。今後は少しでも多くの方に参加しても

らえる集まりにしたいですし、様々な垣根を越

えて仲良くなれる場になっていけばと思いま

す。 

 

■活動目的 

高齢社会において、介護を必要としない元気

な高齢者を増やすことを目指します。また多く

の高齢者が集い、笑顔が絶えない活動を通じて、

楽しい場づくりを参加者全員で作り上げてい

きます。 

 

 

■活動内容 

ＤＶＤによるあっ晴れ！もも太郎体操を行

い（約４０分）、その後、クイズ、手遊び、歌

遊び等を毎回取り入れ、手作りのボーリング、

輪投げ、玉入れ、棒体操、５０音カードを利用

したことば集め、お手玉、吹き矢、五目お手玉、

ディスコン競技等を行っています。ゲーム等で

グループに分かれ点取り競争をすると、みんな

童心にかえり、やる気、本気、元気になります。

できるだけ参加者みんなで歌や踊り・ゲームに

参加して会を盛り上げ、お互いに笑顔になれる

場づくりに努めています。 

 

 

 

 

 

 

■活動の継続による変化 

会を重ねるにつれて、参加者同士のコミュニ

ケーションが増え、生活の情報も交換し合える

関係になりました。フラダンスが得意な方に披

露してもらったり、手話通訳の方に簡単な手話

を教えていただいて、みんなで手話をしながら

歌ったりしますが、参加者みんなが協力して会

を盛り上げる、それが楽しく感じられます。ま

た、自宅でテレビを見ている時に、つい自然に

足を動かすようになり、ありがたい運動習慣が

身についたと思っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

通いの場 
千種学区 

千種楽々クラブ 

 

インタビュー 代表者：川上 徹 

千種学区情報 世帯数 1,804 世帯 人口 4,080 人 高齢化率 35.7％ 
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■工夫していること 

役員だけがつくる会ではなく、会員みんなが

その特技を活かしながら、公民館講座やクラブ、

その他の趣味のクラブ、公共団体の参加(大正

琴、消防署、警察署、公民館、地域包括支援セ

ンター等)を幅広く受け入れて活動しています。 

また耳の不自由な方もいらっしゃるので、板

書や手話によるコミュニケーションを用いて、

全員参加できるように心がけています。 

ボーリング、輪投げ、棒、お手玉、五目お手

玉シート等すべて手作りしています。 

 

■参加対象者 

主に千種学区居住の高齢者(その他地域から

の参加も歓迎します)。会員登録は約４５名。

１回の利用人数は約３５～４０名で、女性が多

く、学区全体から集まっています。６０代から

９０代までの高齢者が参加しており(最高齢で

９４歳)、年齢層が広いのも特徴です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

■場所・時間 

万富公民館 

毎週月曜日 １４時～１６時 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ひと 

構成スタッフ：役員６名(男性１名、女性５名)。

役割分担を行い、活動終了後にみんなで計画を

立てています。 

 

■運営費 

＜収入＞ 

会費 ５００円／年(１回毎の使用料なし) 

＜支出＞ 

公民館まつり協賛金(２００円／利用者数) 

レクリエーション用具及び材料代 

※プロジェクターやマイク、椅子・ホワイトボ

ード等は公民館からお借りし、ＤＶＤプレイ

ヤーは会で準備しています。 

 

■ネットワーク 

・岡山市ふれあい介護予防センター(介護予防

の観点から、内容についてアドバイス) 

・万富公民館（講座やクラブ生など多彩な技術

を持っている人材の紹介により、取組の中身

の充実を支えている） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜介護予防教室とは＞ 

 毎月定期的に運動機能向上、栄養改善、口腔機能向上、認知症予防等、介護予防の取り組みを

行うと共に、仲間づくりや地域づくりに取り組んでいます。 

＜あっ晴れ！もも太郎体操とは＞ 

「ずっと元気でいきいき」と暮らしていくために必要な、「歩く力」や「食べる力」などの生活

機能の向上を目的とした、誰でも取り組むことができる３つの体操です。岡山市在住の５名以上

のグループで、自主的に毎週１回以上取り組んでいただきます。 

＜お問い合わせ＞ 

岡山市ふれあい介護予防センター 

〒702-8002 岡山市中区桑野 715-2  TEL：086-274-5211  FAX:086-274-5212   
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■活動のきっかけ 

 地域に通いの場の必要性が高まっていると

感じ、老人会でサロンを行えないか提案しまし

た。しかし老人会でサロンの運営は難しいとい

う話で、それならばまず地域の有志でやってみ

ようということになり、６名が集まり、平成１

９年６月にサロンが立ち上がりました。そこに

地域包括支援センターの職員さんから紹介が

あり、平成２８年よりあっ晴れ！もも太郎体操

を実施しています。 

人は誰もが年を重ね、体が動きにくくなる時

がやってくると思っています。人の為でなく、

自分の為と考えボランティアに関わりたいと

思っていたところ、会の代表をやってみないか

とお話しがあり、代表を務めることになりまし

た。 

 住み慣れた地域でできることを行いながら、

生活が続けられる手助けを行っていきたいと

考えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■活動目的 

一人暮らしや外出機会の少ない高齢者が、元

気で、地域で互いに助け合い、楽しく暮らして

いくための拠り所にしたいと考えています。 

また通いの場としてだけでなく、日々の安否

確認を行う場としても活動を行っています。 

 

 

■活動内容 

あっ晴れ！もも太郎体操を３０分くらい行

い、その後折り紙折等のレクリエーションやお

茶会を行っています。レクリエーションの内容

は、歌唱活動や輪投げ、風船バレー等日によっ

て変えています。 

また年に３回程度、健康講座(介護保険施設

等)、手品、交通安全の講義や光南台中学校の

吹奏楽部によるコンサートを年１回開いてい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■活動の継続による変化 

デイサービスなど介護保険サービスを利用

されている方もいますが、悪化していく人は少

ないように感じます。 

サロン参加当初は、折り紙が全く折れなかっ

た方が、次第に折れるようになったり、自宅か

ら公会堂への道も分からず、送り迎えが必要だ

った方が、約半年後一人で歩いて帰ることがで

きるようになったり、そのような変化を見ると、

とてもうれしく感じます。 

 

通いの場 
甲浦学区 

がんばる さくらんぼ会 

 

インタビュー 代表者：森 いく子 

甲浦学区情報 世帯数 2,144 世帯 人口 4,971 人 高齢化率 29.4％ 
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■工夫していること 

(みなさんの負担になってはいけないので)

みなさんが主役として、それぞれの特技を生か

した活動（歌唱や折り紙、お手玉等）を中心に、

できる範囲のことを行うようにしています。 

また自宅で閉じこもり気味の方へは、ご家族

にも参加を促してもらって、サロンへ通うよう

に働きかけています。 

 

■参加対象者 

主に６０歳以上の 郡

こおり

地区居住の方。会員登

録は２３名。１回の利用人数は約２０名で、男

性が１名でほとんどが女性です。 

 

■場所・時間 

郡

こおり

公会堂 

毎週火曜日 １３時～１５時 

年末年始やお盆はお休みします。 

 

■会費 

５００円／月 

 

■ひと 

構成スタッフ：２名 

会場の鍵の管理や活動の大まかな計画を行

っています。レクリエーションやお茶の準備等

は参加者の皆さんにも手伝っていただいてい

ます。 

 

 

 

 

 

■運営費 

・会費５００円／月のうち、１００円は茶菓子

代、４００円は年１回の新年会積立金（新年

会に参加できない人は返却） 

・老人会より２万円／年(活動費１万円、公会

堂周囲の草取り 1 万円) 

 

■ネットワーク 

地域包括支援センター／社会福祉協議会／岡

山市ふれあい介護予防センター／光南台中学

校(ＫＮＤウインドアンサンブル)／介護保険

施設(ひだまりの里)／光南台公民館 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■今後取り組もうとする人に伝えたいこと 

 支える、支えられるという関わりではなく、

お互いに支え合うことが大切に思います。また

サロンに参加を続けることで、気心が知れる仲

になり、お互い様という気持ちが強まるよう感

じます。参加者の方には、軽い気持ちで参加し

て欲しいと思います。 

 

■今後の抱負 

 スタッフの高齢化が進んできていますが、後

を引き継いでくれる方がいません。町内会等地

区組織や地域の方へこの活動を知ってもらい、

地域の中から関心のある方が参加してくれれ

ばと考えています。 
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■活動のきっかけ 

公民館講座から立ち上がった活動です。 

「自分でも何かできることはないか」「地域のお

役に立ちたい」という地域住民と、ちょっとした手

伝いを求めている高齢者をつなぐことができれば

と、平成２４～２５年度に公民館が「今地域に必要

なことは何か」をテーマにした学習講座を実施しま

した。講座終了後、地域での具体的な活動に移すた

め、講座受講生と核となってくれそうな地域住民に、

公民館長から声をかけ、５回の話し合いを経て、平

成２６年２月に「三門学区地域のみんなでつながり

隊」が立ち上がりました。 

「お助け」ではなく「つながり」を信条に活動し

ています。この取り組みが地域のつながりづくりの

きっかけになれば、と思っています。 

 

■活動内容 

日常生活の中でのちょっとした困り事のお手伝

い。１時間以内でできる範囲のもの（例：ゴミ出し、

買い物同行・代行、草取り、デイサービス送迎の見

守り、簡単な修理等）。 

直接の活動とは関係ありませんが、放課後児童ク

ラブの子どもと交流もしています。 

 

■活動の継続による変化 

玄関先にごみを出しておらず声掛けをしても姿

が見えない時、ケアマネジャーに連絡して安否確認

をしてもらったり、利用者の変化をケアマネジャー

に伝えてプランの改善・見直しにつながったという

事例もあります。「困った時に頼れるところがあっ

て心強い」「こういう活動が地域にあるなら安心し

て暮らせる」といった声や、「利用はしていないが、

いざという時のためにチラシを大事に保管してい

る」と言ってくれる人もおり、少しずつ活動が定着

してきていると感じています。利用者とメンバーが

つながることで、地域社会とのつながりを感じ、「安

心して暮らせる」「その人らしい生活を送る」地域

づくりにつながっているように思います。 

このように利用者が元気に、前向きになってきて

いることが、さらに活動する人のやりがい、喜びに

つながり、それがまた利用者へ伝わって…と、この

繰り返しで地域でのお互いの信頼関係が強まって

きています。さらに、地域住民が「地域での支えあ

いが必要だ」と実感しはじめ、自分ごととして考え

るようになってきています。 

 

■活動の流れ 

①利用者が公民館に電話で依

頼。 

②公民館は依頼内容を月当番

のサポーターに引継ぎ。 

③月当番はメンバーの活動状

況や依頼内容を見て手伝い

に行く支援サポーターを指

名し、指名のあったサポータ

ーは自分と一緒に同行する

サポーターを依頼。 

④利用者に電話をし、具体的な内容や日時を打ち合

わせ、手伝い支援活動を行う。 

⑤活動終了時には、支援サポーターから月当番に活

動終了報告をし、月当番は公民館に活動終了報告

をして完了。 

 

■工夫していること 

「つながり隊」の運営で大切にしていることは、

合意形成と一人一人がリーダーとしての力をつけ

ることです。 

月１回定例連絡会を開き、活動の感想や気づき、

課題など出し合い、話し合いの中で運営規範や活動

の決まりを作り上げています。必要に応じて地域包

括支援センター職員や、その他関係機関職員にも出

席してもらい、情報を共有し、アドバイスを受ける

こともあります。また、代表は決めず、会の運営は

月当番制としています。当番は定例連絡会の進行や、

みんなが活動に携われるよう活動の調整役を担い

ます。 

その他、「活動は基本 2人一組で行う」「車の運転

はしない」「無理はしない」なども取り決めていま

す。 

 

 

 

 

困り事支援 
三門学区 

三門学区地域のみんなでつながり隊 

 

 

三門学区情報 世帯数 5,519 世帯 人口 9,966 人 高齢化率 27.2％ 
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■利用対象者 

三門学区在住の７０歳以上の独り暮らし、または夫

婦のみ世帯。 

活動件数：２年６か月で１，５５６件（Ｈ２６．２

～Ｈ２８．８末） 

 

■利用料 

無料（メンバー同士話し合い、何かをもらうと 

対等な関係ではなくなるのではないだろうかと 

いう思いから、無料としました） 

 

■ひと 

代表者：なし 

構成スタッフ：住民ボランティア（１１人：内男性

１人）。メンバーには、民生委員や愛育委員、婦人

会活動をしている人もいます。また、メンバー以外

に、サポーターの役割を担ってくれる人もいます

（元つながり隊、メンバーの知り合い、家族、近所

の人…等）。 

※１０年したら自分たちがしてもらう立場になる

ので、自分たちのため、やりがいのため、生きが

いのため、ありがとうのため、やっています。 

 

■運営費 

＜収入＞ 

講演時の謝礼など。 

＜支出＞ 

オリジナルベスト作成、連絡会時の茶菓子等。 

 

■ネットワーク 

地域団体（民生委員、愛育委員など）/岡西公民館

／地域包括支援センターなど 

※「知らない人は家に上げたらいけない」という意

識が高齢者に根づいているので、こうした活動の

入口（情報提供）は、地域包括支援センターや公

民館など信頼がおける公的機関が適任。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■今後の展望 

この活動をきっかけとして、地域の子どもから高

齢者までがお互いに声かけしあい、支え合う関係性

のある地域へとつながること、誰もが安心して住み

続けることの出来る地域を目指しています。そのた

めにも、活動実績を積み上げて地域に定着させてい

くこと、そして子どもたちの力を借りて一緒に活動

することも考えていきたいと思っています。 

また、利用者が「助けられ上手」になるよう、情

報提供や啓発活動、心配事を口に出して言えるよう

な環境づくりもしていきたいと考えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■今後取り組もうとする人に伝えたいこと 

この活動は、『みんなで話し合い作り上げる』と

いうプロセスを大切にしているので、時間も力もか

かるが、話し合いで決めることの大切さ、自分の言

葉で思いを伝える力が育っていきます。やっただけ

楽しいし、生きがい、やりがい、につながります。

他にも、苦手なことはしない。初めから大風呂敷を

広げないことも大切。 

活動時の三種の神器 

名札の裏 

には… 
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■活動のきっかけ 

 中山学区では安全・安心ネットワークに６つの

専門部会を設置し、各部会による活動や年４回の

専門部会を開催しています。その部会のひとつに

高齢者福祉部会（小地域ケア会議）があり、これ

まで高齢者の見守りチラシの作成やサロン活動、

あんしんカプセルの配布などに取り組んできまし

た。 

 安全安心ネットワークや町内会で支え合いの地

域づくりについて話し合いを行う中で、一人暮ら

しの高齢者で困っている人がいるのではないか、

という意見がありました。学区で取り組むには範

囲が広く難しいため、まずは辛川市場町内会で困

っている高齢者を支える活動を始めてみることに

しました。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■活動内容 

 ・ゴミ出し 

 ・粗大ごみの搬出、リサイクルプラザへの持込 

 ・電球、蛍光灯の取替 

 ・庭の草取り 

 ・家具や重量物の移動 

 ・自転車のパンク修理 

 ・リモコンなどの電池交換 

 ・倉庫の片づけ 

 ・耕作放棄地の草刈り 

 

■対象者 

 辛川市場町内会の高齢者世帯 

 

■利用料金 

 無料（実費負担） 

 

■ひと 

 ６名（町内会長、町内会福祉担当、民生委員児

童委員、有志など） 

 

 

困り事支援 中山学区 辛川市場町内会 

困ったときはお互い様 

（支え合いの地域づくり） 

インタビュー 代表者：伊庭紘一 

中山学区情報 世帯数 4,456 世帯 人口 10,996 人 高齢化率 27.9％ 
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■運営費 

 なし 

 

■活動の効果 

 活動が少しずつ広がってきていて、定期的に利

用する方もいます。利用した方からは「とても助

かった。こんな良い町内会は他にはないだろう」

ととてもよろこんでいただき励みになっていま

す。地域の方から「仕事を退職したので何かした

い」という相談があった際に、この活動を紹介

し、メンバーに加わってもらいました。このよう

に個別に声をかけることでメンバーを少しずつ増

やしています。 

 また、この活動を始めたことで、実は隣近所で

木の手入れや墓掃除を手伝う等、すでに助け合っ

ていることを知りました。活動を通じて、日ごろ

の生活のことなどを話したりすることで地域の方

とのつながりや交流が広がっています。 

 

■工夫していること 

 活動を実施して、高齢者の方は支援を受けるこ

とに遠慮があるということを感じます。日ごろの

声掛けや見守り活動によるコミュニケーションづ

くりが大切だと感じています。 

また、待っていても支援依頼はなかなか来ない

ので、困っていることがあると思われる人への積

極的にアプローチが必要だと思います。特に気に

なっている人へは見守りを兼ねて声かけをするよ

うにしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■苦労した、苦労していること 

 無償で支援を受けることに抵抗感のある方もい

て、お礼をしたいと言われる方がいます。気兼ね

なく利用してもらえるよう、料金についてはこれ

から検討していこうと考えています。 

 町内会では２度チラシを回覧して地域住民への

周知を行いましたが、この活動を知らない人や理

解していない人もまだ多いので、もっと声かけを

していくことで困っている人に知ってもらいたい

です。 

 

■今後の取り組み 

 この活動を定着させるために、様々な機会を通

じて町内の住民に活動を周知し、理解と協力を得

たいと思っています。民生委員や老人クラブと協

力して、高齢者が気軽に相談できる関係をつくっ

ていきます。ボランティアの募集も行い、支援す

る人を増やして「地域の人は地域で守る」という

意識を醸成していきたいと思います。 

 今後は辛川市場町内会だけでなく、中山学区の

各町内会に取り組みを広げていくことを目指して

安全安心ネットワークの高齢者福祉部会を中心に

支え合いの地域づくりを進めていきます。 

 

■ネットワーク 

一宮公民館／岡山市社会福祉協議会／地域包括

支援センター 
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■活動のきっかけ 

 日頃から地域の高齢者のちょっとした修理の依

頼やパソコン操作などを手伝っているうちに、高齢

者は何でこんな些細なことで助けがいるのだろう

か、と感じるようになりました。もしかしたら、同

じようなことで困っている高齢者がいるのではと

思い、「お助け隊」のようなものができないかと思

いました。 

 宇垣原町内会では平成 16 年に「原地域安全パト

ロール班」を立ち上げており、小学校の登下校の見

守り、夜警、のぼり旗の設置など地域の安全を守る

活動をしていました。平成 23 年にパトロール隊の

メンバーにお助け隊の立ち上げを提案し、平成 25

年に活動を開始しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■活動内容 

（ちょっとだけお助け隊） 

 電球の取替え、電池交換、灯油の運搬、布団干し、

ストーブの出し入れ、エアコンの設定変更、こたつ

の出し入れ、自転車の修理など高齢者の日常のささ

いな困りごとをお手伝いしています。これまでの活

動では、自転車の修理がもっとも多くなっています。

対応する際は原則 2 人以上で行っています。 

なお、シルバー人材センターが取り扱っている作

業内容については対象外としています。 

 

～宇垣原町内会ではちょっとだけお助け隊以外に

も高齢者支援の活動を行っています～ 

（宇垣原コミュニティサロン） 

 地域住民が集まり交流することを目的に月 1 回、

宇垣原コミュニティセンターにて開催しています。

お月見会や夏祭りなど子どもからお年寄りまで楽

しめることを行い、毎回たくさんの方が参加してい

ます。 

 

（御守袋） 

 持病や服用薬、緊急連絡先などを記した用紙をラ

ミネート加工し、「御守」として持ち歩けるように

したものです。財布に入るサイズで幼児向け、子ど

も向け、高齢者向けの 3 種類を作成し、町内会の子

どもや高齢者など希望する人に配布しています。 

 あんしんカプセルおかやまの配布もしています

が、外出時に何かあったときのためにと思い作成し

ました。 

 

 

 

 

 

 

困り事支援 
御津南学区 宇垣原町内会 

ちょっとだけお助け隊 

 

インタビュー 大江・江田 

御津南学区情報 世帯数 1,490 世帯 人口 3,581 人 高齢化率 36.2％ 

 

　　ふりがな

　氏名 （男･女） 生年月日 （大正･昭和）　　　　年　　　　月　　　　日

　住所 岡山市北区御津宇垣 電話 ０８６-７２４－

　血液型 　Ａ　･　Ｂ　･　Ｏ　･　ＡＢ　型（Ｒｈ＋･－）

　通院中の病院

　持病

　今飲んでいる薬

　その他

　【緊急連絡先】 本人との関係 連絡先（電話･携帯）

　1．氏名 （　　　　　）

　２．氏名 （　　　　　）

　３．氏名 （　　　　　）
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■利用対象者 

 宇垣原町内会 

 

■ひと 

お助け隊員：約３０名 

 

■利用料金 

（ちょっとだけお助け隊） 

利用料：無料 

※必要なものがあれば実費負担 

（コミュニティサロン） 

 参加費：実費 

 

■利用の流れ 

 利用者がお助け隊の代表者に電話で依頼します。 

 依頼内容や日時に応じて、代表者が隊員の中から

行ける人を調整し、隊員 2名で活動します。 

 

■ネットワーク 

岡山市社福祉協議会御津分室／御津公民館 

 

■活動の効果 

業者に頼むと時間もお金ももっとかかるところ

をすぐ対応してもらえて助かった、と高齢者の方に

喜ばれています。お助け隊として活動することで、

地域で出会ったときにあいさつをするなど住民同

士のつながりが増えています。 

また、地域の高齢者の役に立つことで、お助け隊

として活動しているメンバー自身の生きがいや、や

りがいにつながっています。活動している隊員の多

くは退職した男性で、男性同士の交流の機会にもな

っています。 

 

■工夫していること 

毎月、町内会だよりを作成し全戸に配布していま

す。コミュニティサロンの様子など地域活動の情報

を発信しています。Oni ビジョンや新聞などの取材

も受けたことで他の町内からも注目されています。 

また、高齢者は困ったことがあるとすぐに対応し

てほしいという要望があるため、依頼があったらす

ぐ対応するように心がけています。すぐに対応する

ことで高齢者はとてもよろこんでくれています。 

電化製品等の扱いが苦手な高齢者は、何が悪いの

か原因がわからない人が多いです。お助け隊で修理

できないことでも、原因を調べて適切な相談窓口へ

のつなぎ役をしています。 

 

■苦労した、苦労していること 

 最初に「お助け隊」を提案したときはメンバーか

ら反応がなく、理解がなかなか得られませんでした。

約 2年間、粘り強く話し続けていくことで徐々に理

解が得られ、活動を始めることができました。 

 現在、活動しているメンバーは男性のみとなって

います。活動が平日の日中になるため、登録はして

いるがまだ活動していないメンバーもいます。今後

は女性にもメンバーに加わってもらいたいと思っ

ています。 

 

■今後取り組もうとする方に伝えたいこと 

地域のみなさんはいろいろな特技を持っていま

す。それぞれの特技を活かすことで、様々な困りご

と支援ができます。 
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困り事支援 
平島学区 

平島・元気で輝き事業（平島健康福祉委員会） 

 

インタビュー 代表者：柿崎 由秀 

平島学区情報 世帯数 2,164 世帯 人口 5,041 人 高齢化率 31.4％ 

 

■活動のきっかけ 

３０代のころ故郷の青森で約８年間公民館分館

長を経験した時に、地域での活動を意識するように

なり、その後岡山に転勤し町内会長をさせていただ

いたこともあって、地域に貢献したいという気持ち

が強まりました。元来、地域活動が好きな自分は学

区内の各種団体との繋がりの中で、たくさんの人と

の出会いから、平島型の支え合い（生活支援や集い

の場づくりなど）が出来そうだと思いました。そし

て連合町内会や民生委員、愛育委員、地域包括支援

センターの皆さんとの話し合いを通して課題も明

確になり、その課題解決のために仲間と一緒に第一

歩を踏み出す勇気をいただきました。私自身、日頃

いろいろなことで地域にお世話になっているので、

少しでも恩返しができればとの思いと、この活動を

通して地域の人が少しでも元気で社会参加ができ

て活躍してくれたらと願いつつ動いています。将来

的には上道地域（中学校区）へも広まっていければ

と考えています。  

社会貢献をしている人はどこの地域でもたくさ

んおられますが、支える人こそ誰かに支えてもらえ

る仕組みづくりが必要なのではないでしょうか。そ

う思うと、元気が出てきてみんなが気持ち良く活動

ができるのです。 

 

■活動経緯 

平成２４年４月に学区安全安心ネットワーク内

に平島健康福祉委員会を設立。平島小地域ケア会議

で以前より検討されていた生活支援サービスや寄

合の場づくりの導入に向けて具体的に検討を開始。 

平成２７年２月～３月に、平島学区の独居高齢者

及び高齢者夫婦４４世帯５１名を対象に、個別訪問

による「生活支援アンケート」を実施。 

平成２８年４月より岡山市区づくり推進事業と

して「平島・元気で輝き事業」を開始。 

■活動内容・実績 

１．生活支援サービス 

①軽度な家事全般（重労働及び長時間は不可、長

くても６０分以内） 

②買い物代行（食料及び雑貨類など、あまりかさ

ばらないもの） 

③その他雑用 

２．井戸端カフェ 

①カフェ東平島（東平島にある有料老人ホームの

食堂）：月１回、第２土曜日開催  

１０時～１２時 

［平成２８年度実績：年１２回開催 参加者累計１０８名］ 

②カフェ南古都（南古都団地の旧店舗を借り

て）：月１回、第４土曜日開催  

１０時～１２時 

［平成２８年度実績：年１０回開催 参加者累計１１９名］ 

３．ＨＫＦ（平島健康福祉）研修会（※平成２９年度

より名称をシニアファーストクラブ研修会に変更） 

介護予防教室を開催 

［平成２８年度：年４回（６/４，９/３，１２/３，３/４）開催。参加

者累計１３０名］ 

４．ＨＫＦ（平島健康福祉）ニュース 

平島学区全戸配布 １，８００部 

［平成２８年度：年４回（５・８・１１・２月）発行］ 

５．その他に、いろんな出来事やトラブルを持ち寄

って１回／月打ち合わせ会を実施 
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■参加対象者 

平島学区内の高齢者（主に高齢者世帯）。 

井戸端カフェは誰でも利用可。 

 

 

■利用手続き 

生活支援サービスの利用手続き 

①平島健康福祉委員会事務局に電話で予約します。 

（利用日の２～３日前までに） 

②その後、平島健康福祉委員会事務局から訪問調整

の電話がありますので、詳しい内容についてはお

互いに話し合って決めます。 

③サービス提供後の支払いは「平島・生活支援チケ

ット」で支払いします。 

チケットは支援ボランティアが持っています。 

④次回もサービスご利用予定がある場合には訪問

した支援ボランティアに予約申し込みをしてく

ださい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■利用料金 

有償ボランティア方式を採用。 

・「平島・生活支援チケット」は１００円券５枚綴

りで１セット５００円。 

・生活支援サービスでは、１００円券１枚でおおよ

そ１５分程度のサービスが受けられます。 

・井戸端カフェでは、お茶代１００円の料金になり

ます。 

 

 

 

■ひと 

構成スタッフ：１７名（３班編成で活動） 

※メンバーのうち８割が生活介護支援サポーター

養成講座修了生だがボラ活動の経験のある人な

い人等様々 

生活支援サービスの支援体制：担当月の班のリーダ

ーが携帯電話を持ち、１月ごとにローテーション

(当初は依頼内容や件数が未知数のため不安感が強

く、電話を持つことに抵抗があったが今は慣れてき

た様子)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■運営費 

＜収入＞ 

岡山市区づくり推進事業(地域活動部門)からの補

助金、チケット代金、協賛及び寄付金など 

＜支出＞ 

電話利用料、郵送代、会場使用料、講師謝礼、食糧

費など 
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困り事支援 
東畦学区 せのおニューシティ 

はなみずきの会（老人クラブ） 

快護楽生会      インタビュー 代表者：神田 悦義 

町内会情報 世帯数 386 世帯 人口 1,100 人 高齢化率 26.2％ 

 

■活動のきっかけ 

 せのおニューシティは、平成 2年から入居が始ま

った新興住宅地で、他地域（県外を含めて）からの

終生の住処として来られた方が多くいます。 

 平成 27 年の秋頃、ゴルフ同好会の有志が、「高齢

になっても高齢者施設には入りたくないし、夫婦で

出来る限りこのまちで住み続けたいね」という思い

から「高齢者安心街づくり準備会」を立ち上げ、平

成 28 年 1 月から 2月に西ふれあいセンターで実施

された、「生活支援サポーター養成研修」を 3名が

受講しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■活動経緯 

 平成 28 年 4 月より、せのおニューシティはなみ

ずきの会（老人クラブ）の部会として「快護楽生会」

が誕生し、取り組みを開始することになりました。 

 平成 28年 6月に町内の 60歳以上の方を対象に岡

山市ふれあい公社の中井氏の講演会を開催し、2025

年問題について話をしてもらいました。 

 平成 28 年 8 月に講演会の受講者に対しアンケー

ト調査を実施しました。 

 平成 28 年 10 月より、サポーター登録者（助け合

い活動支援者）を募り、特技や何が出来るのかを整

理した支援カルテを作成する等、具体的な行動を開

始しました。（この間に、岡山市ふれあい公社の中

井氏、西ふれあいセンターの支援をいただいていま

す） 

 平成 29 年 4 月のはなみずきの会総会から、生活

支援サービスを開始。当初は試行期間として無料で

実施。 

 平成 29 年 10 月より、有料化へ移行。有料化の方

が依頼しやすいとの意見が多くありました。 

  

■会の目的 

 ＜快護楽生会の行動指針＞ 

私達は、自分の喜びや満足だけに時間を費やすので

はなく、家族や縁あった人たち及び地域社会のため

に奉仕し、困っている人たちのために尽くします。 

 

■活動内容・実績 

 サロンの開催（毎月第 2火曜日）、ラジオ体操の

実施（毎週木曜日）、会報の発行（年 4回）、そして、

究極の目的の「生活支援サービスの実施」です。 

 生活支援サービスでは、ゴミ出し、買い物同行、

安否確認、窓拭き、清掃、草抜き、剪定、電球の交

換等 です。活動は、1 時間以内、原則 2人 1 組、

無理はしない、車での送迎はしない。 

 平成 29年 4月～平成 30年 3月までの 1年間の利

用状況は 16 件です。活動内容は、生垣の剪定、パ

ソコンのトラブル対応、鉢植えの水やり、窓ガラス

清掃等です。 

 

 

 

 

 

 

 

■対象者 

 せのおニューシティはなみずきの会会員 
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■利用手続き 

 「快護楽生会」の事務局に電話予約します。 

 その後、サポーター（助け合い活動支援者）から

訪問調整の連絡がありますので、詳しい内容につい

てはお互いに話し合って決めます。 

スご利用予定がある場合には訪問した支援ボラン

ティアに予約申し込みをしてください。 

 

 

 

 

 

 

冷蔵庫に貼れるマグネットシート 

■快護楽生会への協力金 

 協力金（一例） 

頼めること 料金単位 料金 

庭の草抜き・剪定 1 回・1 時間以内 1,000 円 

ゴミ出し 1 か月 500 円 

布団干し・窓拭き・部

屋掃除 

1 回・1 時間以内 500 円 

買い物同行・代行 1 回・1 時間以内 300 円 

電球の取り換え等 1 回・1 時間以内 300 円 

パソコン等・電化製品

トラブル対応 

1 回・1 時間以内 300 円 

安否確認（声かけ） 無料 無料 

その他 都度 都度 

 ※利用料ではなく、協力金としてご案内しています。 

 

■ひと 

 快護楽生会の役員 10 名、世話役 7 名（町内 14 班

の中に、2班に 1名配置）･･･会の運営をしており、

毎月 1回会議をしています。 

 サポーター登録者（助け合い活動支援者）49 名･･･

助け合い活動の実践者です。 

 ※サポーター登録者には役員・世話役が重複して

います。 

  

■運営費 

 基本はボランティアなので費用はかかりません。 

 活動者への報酬はありません。当初はユニフォー

ム等の活動にかかる経費は、母体のはなみずきの会

が負担していましたが、今後は協力金をプールし、

備品購入代として使用する予定です。 

■ネットワーク 

 町内会、民生委員、岡山市ふれあい公社 

 

■工夫していること 

 不審者と間違われないように、ユニフォームを作

成し活動に際し着用するようにしています。 

 サロンの時に目安箱のようなものを設置し、困り

事をメモ書きで書いてもらえるようにしています。 

 町内の 60 歳以上の方で、本会未加入者が 2/3 と

なっており、新規加入者を増やすため、会報を発行

し町内会で回覧をしてもらっています。 

 

■課題 

 「生活支援サービス」活動に対する理解不足がま

だまだあります。それは「助け合い」活動に対する

遠慮です。もっともっとコミュニケーションの場を

多くして、気軽に助け合えるようにする必要がある

と思います。 

 

■今後の展望 

 高齢者が安心して楽しく暮らせるまちづくり。

「助けて!!」と言い合える地域づくりをめざして、

困った時はお互いさまの関係づくり。 

目指すは「華麗朗齢」人生！ 

【華やかに朗らかに齢を重ねる】 

 

 

 

 

 

 

 

■メッセージ 

【ハチドリのひとしずくの話】南米・アンデス地方に

昔から伝わるお話です。小さな力の大切さを教えてくれ

ます。 

 

あるとき、森が燃えていました 

森の動物たちは、我先にと逃げて行きました。 

でも、ハチドリだけは、行ったりきたり。口ばしで水

のしずくを運んでは、火の上に落としていきます。 

動物たちは、それを見て、「そんなことして何になる

んだ」と笑いました。 

ハチドリは、こう答えました。「わたしは、わたしに

できることをしているだけ」 
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困り事支援 
平福学区 

平福ボランティアビューロー 

 

インタビュー 代表：尾崎 元  副代表：高知 正子 

平福学区情報 世帯数 4,229 世帯 人口 9,617 人 高齢化率 24.1％ 

 

■活動のきっかけ 

少子高齢化社会になり、地域で困っている方が大

勢いる一方で、人の役に立つ事をしたいが何をして

いいか分からない人も大勢いる現状をみて、何かで

きないかと思っていた中、ボランティア活動に賛同

する有志が集まり、活動を立ち上げることになりま

した。 

当初、各人が考えるボランティア活動は様々で、

ある人は有償ボランティア、ある人は幼稚園や小学

校のお手伝い、ある人は高齢者の通いの場と食事の

提供…などやりたいことは違っていましたが、みん

なで考えた末、「全部やろう！」となりました。 

各組織への十分な根回しや有志メンバーの人

脈・人柄を頼りに、平福学区民生委員児童委員が中

心となり、地域の方の理解を得て、平成２０年５月

に活動を始めました。 

お互いに助け合う精神で行い、誰もが住みよい町

づくりを目指して活動を続けています。 
 

■活動内容：（  ）内は平成 28 年度実績 

【有償ボランティア】 

住宅関係の保全、家事援助、庭木の剪定、犬の散

歩、買い物同行等（３２件）。 

【平福ふれあいクラブ】 

手芸・囲碁・将棋・麻雀など。茶菓子以外にも時々

食事を提供。 

季節行事として、お花見会や七夕祭、クリスマス

会等を実施（９６０名、毎回約２０名参加。男性参

加者８割）。 

※学校・園関連事業：小学校や幼稚園との交流（昔

遊び・三世代交流）。 

【移送サービス】 

運転ボランティアが２人になったため、積極的に

ＰＲしていない（０件だが、近場への移送ニーズは

ある）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

■利用者の変化・地域への広がり 

持ちつ持たれつの関係で、みんなで盛り上げてい

くようにしています。ふれあいクラブでは、利用者

も後片づけを手伝ってくれるようになりました。食

材等もスタッフが持ち寄っています。田舎でタケノ

コやフキを採ってきて、タケノコご飯を作ったり、

利用者が釣った魚でムニエルを作ってくれたりす

ることもあり、みんな楽しんで来てくれています。

長いこと休んでいる人がいると、どうしているのか

連絡をしています（たいてい病気か、受診、入院し

ている）。参加者は口コミで来る人が多く、回覧を

見てくる人はほとんどいません。 

学校の昔遊びは平福ふれあいクラブの利用会員

が喜んで行ってくれます（得意技を予め聞いてお

く）。孫みたいで楽しみにしていますし、学校もあ

てにしてくれています。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■工夫していること 

【長続きの秘訣】 

スタッフが仲良し。「技」(専門的知識や技術)よ

り「心」(奉仕の心)で活動を心がけています。また、

困ったらお願いをし合える関係を持つことで、メン

バー間のトラブルなく活動を行えています。 

【有償ボランティア】 

無料だとサービスを利用する人が気を遣うため

有償にしました。収入の一部をサービス提供者に還

元することでやる気もアップします。庭回りの作業

依頼が多いが、シルバー人材センターが既に入って

いる家庭は断るようにしています。 

【移送サービス】 

車はボランティアの自家用車を利用（事故の時は

自分の保険を使う。今まで事故はない）。 
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■苦労していること 

後継者・若いサービス提供スタッフの確保が課題。

有償ボランティアや移送サービスはともにサービ

ス提供スタッフが少なく、依頼を全て受けられない

状況です（移送サービスは運転手がいれば積極的に

やりたい。近場の移送ニーズもある）。 

また、平福ふれあいクラブは会場が２階のため、

足が悪くなると階段の昇降が困難で参加できなく

なり、特に女性の参加が減っています。 

 

 

■利用対象者 

【有償ボランティア】 

原則として平福学区内の方。 

【平福ふれあいクラブ】 

原則として６５歳以上の方。 

【移送サービス】 

移送方法の確保ができない人（利用者制限があり、

現在は遠方の病院への通院に限定して実施）。 

 

 

■時間・場所 

【平福ふれあいクラブ】 

毎週火曜日１０時～１２時 

平福コミュニティハウス２階 

 

 

■利用の為の手続き 

【有償ボランティア】 

地域通貨を購入し、事務局へ電話で依頼をすると、

スタッフが自宅へ伺い対応します。 

【平福ふれあいクラブ】 

登録不要。飛び込み参加や地区外からの参加可。 

 

 

■利用料金 

【平福ふれあいクラブ】 

無料 

【移送サービス】 

ガソリン代実費相当(３０円／㎞) 

【有償ボランティア】 

地域通貨「１ひら切符」(１枚６００円)で、１時間

分のサービスを提供。 それ以外に、利用開始時に

１，０００円（初回のみ）。※学校、園関係は無償。 

 

■ひと 

構成スタッフ：１８人（男性８人、女性１０人、年

齢は５０～９０代。町内会長や民生委員などいるが

肩書は外して参加。） 

■運営費 

＜収入＞ 

サービス会員年会費／利用会員入会金／寄付金

／利用料金など 

※「１ひら切符」(１枚６００円)１枚の内、１００

円が事務経費。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜支出＞ 

ふれあいクラブ活動費１５～１７万円／年（会場

費９００円／回 他）、保険料１，０００円／年、

有償サービス活動費など 

※やりくりできなくなったら５０～１００円／回

の参加費をもらおうかと話していますが、今のと

ころ赤字は出ていません。 

 

■ネットワーク 

地域の病院・薬局／福浜公民館／地域包括支援セン

ター／保健センター 

※医院や薬局、スタッフの声掛けで新規利用者がつ

ながっています。医療機関やケアマネが患者さん

や利用者さんを紹介してくださることもありま

す。 

 

■今後取り組もうとする人に伝えたいこと 

人の為でなく、自分の為であるという気持ちが大

切です。また何かをやってみようという積極性を大

切にしてほしいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

− 32 −



 

■活動のきっかけ 

当時、民生委員と地区社協をしていた時、「それ

ぞれの地区組織は同じようなこと（地域づくり）を

しているから一緒にやればいいのに」との指摘を受

け、「各組織が何をしているのか活動内容を知らな

いといけない」という思いと、「みんなで一緒にで

きたら楽ができるはず」という思いが芽生えました。   

平成 18 年に地域でまつりを開催する時、学区の

全団体･学校園から委員を選出し実行委員会を立上

げ、各種団体が連携し地域活動の縦割りをなくし顔

の見える関係づくりを始め、10 年かけて組織や地域

をつないできました。 

 さらに平成 22 年度から、平井学区連合町内会と

山陽学園大学･短期大学、地元の専門学校や学校園

と災害避難所や備蓄等に関する協定を結び、防災の

取り組みも始めました。 

平井学区を住み良い街、笑顔で暮らせる街にする

ためには、地域主体の「地域づくり」が必要と考え、

平成 27 年度に、地域の各種団体が幅広く連携し、

地域課題の共有や課題解決策を協議する場が必要

と考え「平井学区地域づくり会議」を設立しました。 

（会議は、年 4回（3月.6 月.9 月.12 月の第 1 火曜

日 18：30～）東山公民館にて開催しています。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■活動内容 

各種団体が把握している地域課題についてアン

ケート調査を行ったところ高齢者に関する課題が

最も多かったので、高齢者対策の検討を最優先し、

平成 27 年度に「高齢者対策専門部会」を立ち上げ

ました。認知症予防対策の一環として、認知症サポ

ートリーダー養成講座の受講修了者を中心に「オレ

ンジカフェひらい」を立ち上げ、平成 28 年 10 月か

ら運用を開始しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、平成 28 年度末から山陽学園大学･短期大学

や旭東病院の協力を得て、認知症や運動能力、骨粗

しょう症や脱水症等の測定・体験など、高齢者の健

康チェックを実施し、参加者からは「普段できない

検査ができ、大学の教員や病院専門職から検査結果

のアドバイスを受けることで生活習慣の見直しに

つながった」という声も聞こえてきています。 

 

話し合いの場 
平井学区  

平井学区地域づくり会議 

 

インタビュー 代表者：那須 和夫  問い合わせ先：☎090-3748-9450 

平井学区情報 世帯数 6,081 世帯 人口 13,273 人 高齢化率 22.9％ 
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平成 29 年度には、地区民生委員児童委員(17 名)

が認知症サポーター養成講座を受講し認知症に対

する理解を深めてもらいました。 

現在、オレンジカフェには他地域からの視察や、

企業や地域からお手伝いの申し出があったりして、

少しずつ認知度も高まり、地域に根差した活動にな

ってきていると感じられます。 

将来は認知症予防対策のネットワーク構築や単

位町内会でオレンジカフェが開催できればと考え

ています。 

また、平成 28 年度に立ち上げた「地域課題・ニ

ーズ調査専門部会」では、検討を重ねた結果、子供

たちの居場所づくりに集約し、「プレイパーク」を

実施することとしました。平成 29 年 11 月 3 日成徳

学校の裏山にて大勢の子供達やその家族が集まり

「第 1回プレイパーク」が開催されました。 

 

第 1回「平井プレイパーク」親子で自然に触れる参加者 

 

■ オレンジカフェの場所・開催時間・参加費 

 毎月第 3土曜日 11 時～13 時 東山公民館にて開

催しています。参加費 100 円 

■運営費 

区づくり事業助成金 

連合町内会助成金 

参加者負担金 

 

■ネットワーク 

連合町内会、安全・安心ネットワーク、シルバークラブ

連合会、民生委員・児童委員協議会、地区社会福祉協議

会、愛育委員会、交通安全対策協議会、交通安全協会、

交通安全母の会、コミュニティ協議会、平井消防分団、

すずらん交流会、山陽学園大学・山陽短期大学、井村医

院、岡山旭東病院、岡山市ボーイスカウト団等 

 

■工夫していること 

 平井学区地域づくり会議は、地域の各種団体から

推薦された団体代表者によって構成しています。 

地域づくり会議で議論された課題に応じて、専門

部会を発足させ、具体的検討を行います。専門部会

で検討された課題解決策や対策事業の計画などは、

地域づくり会議に諮り、審議します。必要に応じて、

先進団体や先進地域への視察を行い、事業内容や事

業計画策定の参考としています。 

また、学区発行の新聞や学区ホームページに掲載

し、活動内容をＰＲしています。併せて、地域づく

り会議発行のちらしを作成し、活動内容のアピール

も行っています。 

  

■今後の抱負 

今後も地域課題の掘り起こしや課題解決策の継

続検討及び具体的な事業検討を行う予定です。 

そのためには、地域づくり会議を安定的に運営し、

事業展開を行うための担い手の獲得や資金調達な

ど、さらなる基盤整備と地域課題に対応した新たな

事業や新サービスの創出が必要と考えます。 

 

■今後取り組もうとする方に伝えたいこと 

 地域の課題は地域にあった取り組みがあり、地域

がまとまっていないと出来ません。地域がまとまり、 

地域でできることは地域で行い、できないことは行

政に頼む。自分が住んでいるところが安心で安全な

地域であり、住みよい場所になっていけるようにみ

んなで協力していくことが大切です。 

ロコモ度チェックを受ける参加者 

認知症タッチパネル 
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■活動のきっかけ 

平成２３年に岡山市が交通実態調査を行い、その

時に生活交通をやってみないかと話がありました。

奥迫川は特に高齢化率が高く、あと何年かすると免

許を返さないといけない方も増えてきます。しかし

公共交通機関は乏しいことから、今真剣に生活交通

について考え、誰かが行わなければならないと考え

ていました。そのような中、奥迫川区自治会長から

一緒にやってくれないかと言われ、迫川内の３町内

が集まり活動を行うこととなりました。 

 

 

■活動目的 

地域住民の買い物や通院等の日常生活に必要な

移動手段を確保することを目的として、「迫川地区

生活交通を考える会」が運営主体となって運行する

生活交通です。「迫川分校（ブン）学区のタクシー

車両を使ったバス」なので、名前は「ブンタク」と

しました。 

平成２８年１１月から平成３０年３月までの間、

試験的に運行し、平成３０年４月より本格運行に移

行しました。今後も様々な課題と向き合いながら、

地域の皆様に愛着を持ってもらえるよう、利用促進

や運行改善に取り組んでいきます。迫川で実績が出

来れば、灘崎地域の他地区と一緒に進めていきたい

と考えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■これまでの活動や取り組みについて 

平成２７年９月から迫川地区生活交通を考える

会を立ち上げ、それから毎月会議をしました。 

平成２８年１１月～平成２９年３月までの利用

実績は延べ４４５名、稼働便数は２７２便。 

平成２８年９月と１１月に全世帯を対象に利用ニ

ーズ調査（アンケート）を実施し、運行計画を作成

しました。生活支援の要望も多かったことから、現

在は見守りを中心とした生活支援サポーターの準

備もしています。 

平成３０年４月の生活交通を考える会において、

試験運行期間中の変更策として、運行する曜日の変

更や、便数の追加、停留所の増設、運行範囲の延長、

複数乗車割引、区域運行の取入れを実施しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■工夫していること 

多くの方に利用して頂くために、利用状況を見な

がら、システムを変えています。 

 

■利用対象者 

子どもから高齢者まで（対象を限定しない） 

 

■利用の為の手続き等 

指定の路線を運行し、停留所の時刻設定が定時で

ある「路線不定期運行」を採用。 

路線は、迫川地区と国道３０号線沿いのスーパ

ー・病院を結ぶエリアに加え、ウェルポートなださ

き、灘崎支所、サウスビレッジまで拡大。 

①電話等で利用する便を事前に予約 

②予約した停留所間で乗車、運賃支払い 

③停留所での降車を含め、区域運行に変更して、自

宅付近での下車も可能になりました。 

移動支援 
迫川分校学区 生活交通を考える会 

迫川分校学区乗合タクシー ブンタク 

 

インタビュー 代表者：近藤 嘉也 

迫川地区情報 世帯数 744 世帯 人口 1,834 人 高齢化率 35.6％ 

 

運行事業者との協定書締結 
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■活動日・利用料金 

運行頻度は、月・火・金の週３日、１日あたり６便

(３往復)。１人 1回５００円。 

・６歳未満は無料 

・１２歳以下は２５０円 

・身体障害者手帳、療育手帳、愛カード提示者は４

５０円 

※複数乗車割引は下記のとおりとなります 

人数 １人あたりの料金 

２人 ４００円 

３人 ３００円 

４人 ２００円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ひと 

構成スタッフ：奥迫川・迫川・茂曽路町内会役員を

中心とする２０名で構成 

 

■運行費 

運賃収入が運行の対価(１便あたり２，６００円)

に対して運賃収入の収支率が３０％となった場合

に、赤字額に対して市補助９割、生活交通を考える

会が１割を負担。収支率５０％となれば市補助１０

割で生活交通を考える会の負担はなし。 (Ｈ３０年

４月現在) 

 

■ネットワーク 

子どものネットワーク 

ケア会議のネットワークなど 

 

■今後取り組もうとする人に伝えたいこと 

考えるだけでなく、何でも良いと思ったことを実

際にやってみなければなりません。そのうえで良か

ったこと悪かったことを判断して、みんなで変えて

行ければと思います。地域のみんなが和気あいあい

として、住んでいて良かったと思える地域になれば

と思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※生活交通とは 

鉄道や路線バスの利用が不便な地域で生活・活動する方々の移動を支えるため、地元が主

体となって計画・運用する公共交通サービス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜生活交通についてのお問い合わせ＞ 

岡山市 都市整備局 都市・交通部 交通政策課 

岡山市北区大供一丁目 1 番 1号 TEL: 086-803-1376 FAX: 086-234-0435 

運行経費の支払いについて： 

運行事業者との契約に基づき、

運賃収入分を除く運行経費を

地元運営組織が支払う。 
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■活動のきっかけ 

きっかけは、生徒から出てきた「孤食を防ぐ」

をテーマに「食育推進大会 in おかやま」の一環で

行った地域の高齢者との郷土料理作りです。『たま

には高校生と一緒に賑やかなところでごはんを食

べるのもいいなぁ』と言われ、高校生と一緒に食

事をする場があることが、外出の動機や会話をす

る機会になるということ、校内の食堂がふれあい

の場になるという新たな可能性に気付かされまし

た。生徒からの「やってみたい」という声もあが

り、平成２９年７月に「らっかんランチ食堂」が

スタートしました。 

 最近では、隣接する子育て支援センターでも広

報させてもらい、親子で参加してくださる方も増

え、参加者は２０名ほどです。高齢者をはじめ、

地域の方々と高校生の世代を超えた交流の場にな

っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■活動内容 

・校内の食堂を開放して地域の方に利用していた

だく 

・高校生が接客対応したり、一緒に会話しながら

食事をしたりして交流を図る 

・食後に無料でコーヒーの提供 

・季節のイベントの開催 

流しそうめん、ミニコンサート、豆まきなど 

・キッズコーナーの開設 

■工夫していること 

 広報について南方地区連合町内会長にご相談し

たところ、独居高齢者宅への配食を行っておられ

る婦人会を紹介してくださり、独居高齢者への呼

びかけに協力していただけるようになりました。

町内会からも協力を得て、チラシを町内回覧して

もらっています。 

 参加してくださる方が一人きりにならないよう

気にかけたり、子連れのお母さんもゆっくり過ご

してもらえるように子どもと遊んだり、食事だけ

が目的になるのではなく、学生との交流や場の雰

囲気を楽しめるようコミュニケーションをとるこ

とを心掛けています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共生 
南方地区 

岡山後楽館高校「らっかんランチ食堂」 

 

インタビュー 教頭：室 貴由輝 

岡山中央小学校区情報 世帯数 11,262 世帯 人口 19,371 人 高齢化率 27.5％ 

※南方地区単独での数字がないため、小学校区の情報を掲載しています 
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■活動の効果、参加者の声 

 奥さんの介護をされながら「その日だけは」と

楽しみに参加してくださる方や、「いつもは私たち

だけだから」と高校生と一緒の食事を楽しみに通

って来られるご夫婦もいます。 

食堂という場でのざっくばらんな会話で「普段

は分からない学校の様子が知れてよかった」とい

う声もあり、地域の方との距離も近くなったよう

に感じます。生徒も教員も地域の方と顔見知りに

なれたことで、挨拶ができたり、道端で声をかけ

合えたり、普段からのつながりもできてきまし

た。 

 また、この活動をきっかけに、地域のふれあ

い・いきいきサロンのお手伝いをしたり、参加者

にヒアリングをさせてもらったりして、地域の方

と生徒との新たなつながりも広がっています。実

際に地域に出て、現状を知ることで福祉の授業に

対する生徒の学習意欲も向上し、今後のまちづく

りの中心となる世代の福祉の意識を高めることに

つながっていると感じます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

■参加対象者 

主として南方地区の高齢者や障がいを持たれた

方や子育て中の方など 

 

■場所・開催時間・参加費 

岡山後楽館高校内の食堂 

毎月 1回 １２時１５分～１３時２５分 

参加費 無料（各自券売機にて食券を購入） 

事前予約は不要 

 

■ひと 

構成スタッフ：岡山後楽館高校の生徒、教員 

（福祉の授業を選択している生徒をはじめ、関

心のある生徒が参加） 

■ネットワーク 

町内会／婦人会／公民館／社会福祉協議会 

 

■今後の抱負 

 日ごろ外出や人との交流の機会が少なくなって

いる方々も気軽に訪れることができ、利用してく

ださる方が増えることで「らっかんランチ食堂」

が高校生と地域を繋ぐ場、拠点になっていってほ

しいと思います。 

 今後は、「らっかんランチ食堂」に来られていな

い方に向けて、どうアプローチできるかを民生委

員・児童委員の方々とも一緒に考えていきたいと

思います。また、食事の後に簡単な講座（教員に

よる授業）や芸術鑑賞（吹奏楽部による演奏等）

なども地域の方と一緒に企画していけたらと思い

ます。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■今後取り組もうとする人に伝えたいこと 

「らっかんランチ食堂」は地域の方が集まりや

すい、行きやすい場所に学校がある、という地の

利を活かした活動です。今ある既存のもの、機能

を活かして、できるだけ負担を少なく、長く続け

られる活動にしていくことが大切だと感じます。 
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共生 
宇野学区 

宇野学区放課後宿題教室 

 

 

宇野学区情報 世帯数 9,507 世帯 人口 19,539 人 高齢化率 20.5％ 

 

■活動のきっかけ 

宇野コミュニティハウスが宇野小学校の敷

地内に建設されることが決まり、当時の宇野小

学校の校長先生から「宿題ができていない児童

に宿題の習慣を身につけさせたい」、そのため

に活用できないかという提案を受けました。宿

題をしづらいということは学校や家庭だけの

問題でなく、地域の問題として学校と地域が一

緒になって考える必要があります。また、地域

としても学校・児童のために何かできることは

ないかという気持ちもありました。子どもが良

くなれば地域も良くなる、子どもの問題は地域

の問題でもあります。そこでコミュニティハウ

スの建設に向けての協議と並行して、放課後宿

題教室の立ち上げの話合いをコミュニティ協

議会と小学校とで何度も行いました。地域の団

体にもスムーズに了解を頂くことができ、地域

一丸となって取り組むことになりました。また、

宿題教室に参加しているボランティアが中心

となって、子ども食堂もスタートしました。 

 

 

■活動目的 

核家族化が進み、共働き家庭が増えていて家

庭で宿題を教えてもらえない児童も少なくあ

りません。宿題のわからないところを地域のボ

ランティアが教えてあげていますが、勉強を教

えることだけが目的でなく、ふれあい・子ども

の居場所となることを目指しています。 
 

 

■活動の効果 

年度初めにはあまり話さなかった子どもが、

宿題教室終了時には、ボランティアに色々なこ

とを話しかけてきます。宿題ができなかった子

どもが、先生へ誇らしげに宿題を持って行った

ことも聞きました。途中でやめる子はおらず、

自発的に参加しています。保護者と話しをする

機会も増え、大きくなった子どもたちも、ボラ

ンティアに声をかけてくれます。子どもとお年

寄りやボランティアとのふれあいが生まれ、子

どもと地域社会、子どもと地域の大人が出会い、

つながる場になっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■活動内容 

１４時３０分～ ボランティアによる机、椅子等

の準備 

１５時１０分～ 各自、決まった席で宿題を開始 

（ボランティアは宿題する様子を見守り 

分からない所があれば教える）   

１５時４５分～ 宿題終了・片付          

１５時５０分～ ご褒美タイム          

１５時５５分～ 終了 児童下校 

１６時００分～ 机・椅子片付け・掃除 

ボランティア情報交換 

１６時２０分～ 完了 
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■工夫していること 

ボランティアの募集を、町内会から個別に依

頼しました。これにより、役員ではない地域住

民のボランティアを掘り起こすことができま

した。高齢者のボランティアが多いので、今後

の課題としては６０代～７０代のボランティ

アを探していくことです。また、地域の大学・

中学校と連携して、大学生や中学生にもボラン

ティアをお願いしています。 

ボランティアは宿題をしているところを見

守り、子どもたちが困っていたり、「教えて！」

と言われたら少しだけ手助けをするようにし

ています。 

 

 

■参加対象者 

宇野小学校２年生 約３５名／１回 

小学校２年生全員を対象に募集しています。 

 

 

■場所・日時 

小学校内にある宇野コミュニティハウス 

下校時安全を考慮し（２年生５校時・高学年６

校時）の火・金曜日 

１５時０５分～１５時５５分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ひと 

構成スタッフ：約１０名／１回 

コミュニティ協議会、宇野小学校教員、うのク

ラブ(学童)、地域ボランティア（現在１２名登

録） 

学生ボランティア（就実大学ボランティア、県

立操山中学校ボランティア（夏休み等の長期休

暇のみ）） 

 

 

■ネットワーク 

宇野学区コミュニティ協議会／うのクラブ／

宇野小学校／就実大学／岡山県立操山中学校 

 

 

■今後の展望 

宇野学区は小学校の中にコミュニティハウ

スがあり、様々な条件がそろっていたからこそ

できた活動でもありますが、ふれあいのある明

るい住みよい学区を目指し、１０年後には大人

になり、２０年後には親になった子ども達の姿

を想像し、６０年後には、地域を支える活動を

してくれればと願っています。 
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■活動のきっかけ 

岡山市会陽の里は昭和３５年開設以来、雄神学

区で６５歳から１０１歳まで自立から要介護５ま

で８０名の方が生活をされています。 

学区内の保育園・小学校・中学校・福祉交流プ

ラザ雄神と交流があり、各種事業にご招待をいた

だいています。 

活動のきっかけは平成２４年小学校行事へ参加

した時に、いつもお世話になっている町内会長さ

んから「安全パトロールに参加してくれる人たち

が高齢になり困っている」とお聞きし、いつも地

域のみなさんにしていただくばかりでなく、地域

に出向いて、「できることが何かあるのではない

か！」と職員同士で話し合い、とにかくできるこ

とをやってみようということになりました。 

 

■活動内容 

平成２５年４月に活動を開始しました。 

活動開始当初は、参加者も人数もばらばらで、

とりあえず職員が声を掛けた数人の入所者が、隊

員として通学路に立ちました。しかし、最初は何

と声を掛けてよいのか分かりませんでした。 

段々、パトロール隊員は固定してきましたが、

集合時間に遅れたり、準備できなかったり、いく

つかのトラブルが発生していきました。 

そこで、ルール作りをしました。 

① 活動日 月・水・木・金曜日 雨天中止 

② 出発時間は１５時１５分 

③ 歩行の自立している方は先陣隊で出発 

④ 職員も担当者を決めて勤務表に明記 

 

 

 

 

 

■活動の流れ 

15:00 黄色帽子とタスキを掛けて玄関前に集合 

15:15  老人ホームを出発 

雄神小学校の下校時間に合わせ、老人ホー 

ム横の道路を移動して通学路に立ち、子供 

たちの帰りを待つ 

15:30 子供たちが順番に帰宅するので、「お帰

り」「ただいま」のハイタッチで挨拶 

15:45 通学路に子供たちの姿が見えなくなった 

ら、老人ホームへ帰り、明日の確認をして 

解散 

パトロールは入所者 5名で行い職員も同行します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共生 
雄神学区  

「おかえりなさい」今日も元気に会陽の里 

安全パトロール隊 

インタビュー 代表者：藤岡 理恵 

雄神学区情報 世帯数 1,256 世帯 人口 2,585 人 高齢化率 40,5％ 

下校時刻に合わせて出発します 

「お帰り」「ただいま」待ちに待った大切な時間です。 

子ども達はいつも気軽に声をかけてくれます。 
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■苦労したこと 

障がいのため時間が分からず集合時間に遅れた

り、その日の体調によって参加するかぎりぎりま

で迷って出発が遅れることで、隊員が焦り、仲た

がいしたこともありました。しかし、話し合いの

場を持ちルール―を作ることで問題をひとつずつ

解決していきました。 

 

■工夫していること 

幾つかのトラブルがあれば、トラブルを解消

し、みんなが楽しく参加できるよう話し合いの場

（茶話会）を持ち、ルール作りを行いました。 

今でも、春休み、夏休み、冬休みの長期休暇ご

とにパトロール隊メンバーで茶話会を実施して話

し合いを続けています。 

雨が降った時や新しい隊員を増やすときなど、

施設職員が勝手に決めてしまうのではなく、必ず

隊員である入所者に相談して、話し合ってから決

めています。 

 

 

 

 

 

 

 

■活動の効果 

地域に貢献しようという思いから始めたパトロ

ールでしたが、結果として「老人ホームの入所

者」ではなく、「雄神学区の一員」として活躍でき

る場所があることで、「自分も人の役に立てる」と

いう自信と生きがいが創くれました。 

地域の行事へ参加すると、パトロールで会う子

供たちだけではなく、保護者からも声を掛けてい

ただくことが増えました。運動会では地域隊員さ

んと一緒に児童代表から感謝状を受け取り、パト

ロール隊員の嬉しく、誇らしげな表情を見ること

ができました。 

「生きがい」「やりがい」「つながり」を地域か

ら沢山もらっています。 

老人ホームだから特別ではなく、どこで生活し

ていても社会性のある生活を送ることが「人とし

ての生きがい・生きる」につながることを実感し

ました。 

現在では、隊員の中で隊長を決めており、職員

が声掛けをしなくてもメンバー同士で他者に声を

掛けて参加者が増えています。 

また、お互いの体調を気遣ったり、出来ない事

はフォローし合ったりと連帯感が生まれてきまし

た。 

 

■今後の展望 

活動内容は今以上拡大することは難しいです

が、現在の活動を、これからも出来るだけ長く継

続してできる範囲で、できる事を続けていきたい

と思います。 

私たちの活動を他の高齢者入所施設に知ってい

ただき、安全パトロール隊の輪を他の地域にも広

げていきたいと思います。 

 

■今後取り組もうとする方に伝えたいこと 

無理をすると負担になってしまうので、無理せ

ず、行けるときに行き、できる範囲でできる事を

続けていくことが大切だと思います。 

家の中だけで生活をするのではなく、外に出て

活動をすることで沢山の繋がりが生まれ、その繋

がりは財産になります。 

障がいがあっても年を取っても、必ず社会参加

できます。 
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共生 

共生 

NPO ホッと灘崎ボランティアネット 

サロン・なんだ村 

 

 

灘崎中学校区情報 世帯数 6,179 世帯 人口 15,520 人 高齢化率 31.1％ 

 

■活動のきっかけ 

平成７年１月に阪神淡路大震災が発生し、社会福

祉協議会の現地ボランティアに参加しました。避難

所の被災者の様子が場所により大きく異なってお

り、日頃町内で穏やかに、仲良く過ごしていた地域

の方は、避難所でも穏やかに過ごされていたが、そ

うでない地域の方はトラブルが多いという話を聞

きました。派遣終了後、社会福祉協議会でこの話を

したところ、灘崎でもみんなが集まる行事もないか

ら、ぜひ集まろうと話になり、「ホッと灘崎ふれあ

い祭り」を開催することになりました。その後平成

１７年に灘崎町が岡山市と合併することになり、灘

崎町が運営していたコミュニティバスや灘崎町の

広報誌等が無くなり、地域のつながりが減少するこ

とに強い不安を覚え、祭りの実行委員の有志が集ま

り、ＮＰＯ「ホッと灘崎ボランティアネット」を立

ち上げました。 

 

■これまでの活動や取組 

平成１８年３月 地域情報誌、ホッとなださき創刊号、

隔月発行開始。 

平成１８年５月 特定非営利活動法人ホッと灘崎ボ

ランティアネット設立登記。 

平成１９年１２月 福祉有償運送事業開始。(現在のな

んだ村を拠点とする) 

平成２０年４月 サロン村・なんだ村オープン。 

平成２４年３月 地域情報誌。「ホッとなださき終刊

号」第３７号発行。 

平成２７年３月 福祉有償運送事業廃止。新たに近隣

の送迎サービス開始。 

(福祉有償運送は、事務処理(書類作成や電話応対、

会計書類作成等)が煩雑で時間が足りないため、現

在は行っていません。福祉有償運送登録廃止後も、

サロンへの送迎や移動・外出支援は欠かせないため、

車両も運転者も継続してサロンでサービスを行っ

ています) 

 

■活動内容 

ＮＰＯ法人の事業は 

①障害者福祉施設「さつき園」運営事業 

②「サロン・なんだ村」の運営と利用者の送迎サー

ビス事業 

③ボランティアネットワーク事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■活動・１日の流れ 

【サロン活動】 

・昼食の提供：特製ランチ、和食定食、手打うどん、

手打そば、カレー等の日替わり定番メニュー、１

食４００円。 

・リハビリ体操、介護相談、詩吟、歌、合唱、工作

など。 

・竹工房の活動：竹細工・工芸品作り。 

【送迎サービス】 

・なんだ村までの送迎(概ね７㎞以内に限定して実

施)。 

・お買い物サービス：月２回、スーパーマーケット

へ買い物サービス。 

【その他】 

・おやこクラブとの交流：地域内の３団体に声をか

け、交代で月１回程度の交流会を実施。 

・こだわり工房の活動：手打うどん、手打そば、石

窯で焼くピザ、味噌作り等。 

 

※活動内容の例 

１０時～  工芸品作りや間違いさがし等 

１０時４０分～ あっ晴れ！もも太郎体操 

１１時４５分～ 昼食 

１３時～  ビデオ鑑賞 
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■工夫していること 

ご利用者に対して、できることはご自身で行って

もらえるように係わっています。血圧等の医療的管

理は行えませんが、利用者一人一人の顔色や話具合、

食事量から、体調の変化等を確認するようにしてい

ます。 

工房活動に味噌作り等がありますが、無添加の食

べ物が流行っているためか、若いお母さんも多く参

加されます。おやこクラブとの交流を通じて、若い

人とのつながりも増えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

■苦労していること 

新たなボランティアの獲得・育成が行えていませ

ん。ボランティアが高齢化し卒業される人はいるが、

補充できていません。 

外部とのネットワークを利用した、ボランティア

募集は行えていません(忙しくて外部との係わりが

持てていません)。事務の得意な方が来てもらえれ

ば助かるのですが。 

 

■参加対象者 

だれでも利用可(居住地による制限なし)。 

利用人数：約１０名／１回  

賛助会員：約２５０名 

※介護認定をもらってまでデイサービス等に行きたくない方、

息子さんや娘さんを頼ってこられた方(地域とのつながりの無

い方)が多いです。本人も介護施設でない為、受け入れやすい。

トイレや食事、身の回りが行える方であれば、障がい者の方も

受け入れています(要介護認定者でも利用可)。 

 

■場所・日時 

岡山市南区宗津２０８ 

月・水・木・金曜日 １０時～１５時 

 

■利用手続き 

電話連絡で受入手続きを行います（紹介の人が多い

です）。 

 

■利用料金 

利用料：４００円/回(送迎有)。 

工房の利用料３００円。別途材料費等必要。 

賛助会費（年会費）：１，０００円。 

 

利用者と「ボランティア」、活動にご支援いただけ

る方からの支援。 

 

■ひと 

構成スタッフ：ボランティア約２５名（１日約５名

のスタッフが対応。純粋に口コミで集まった人が中

心）。 

※ボランティアは１時間活動することで福祉通貨５０「ボラン」

を受け取ることができ、１ボランを１円の価値として、なんだ

村で利用可能です。 

 

■運営費 

＜収入＞ 

利用料金・賛助会費。 

賛助会費は、今までボランティアとして活動した人

が、なんだ村を利用される時の原資として活用。 

＜支出＞ 

月５～６万円は、通いの場活動経費(水光熱費等)と

して必要。 

食事代が少し残るため、必要備品の購入等に利用。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■今後取り組もうとする人に伝えたいこと 

継続して活動を続けるためには、町内会長や民生

等との連携が必要と思います。地域の方と話合いを

十分に行うことで、様々な支援が得られると思いま

す（なんだ村では連携が十分ではないと思っていま

す）。社会から活動の必要性が認められるならば、

このような場所が増えていって欲しいと思います。

移送サービスは、必ず必要になると思います。 
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無料出前講師リスト                      地域包括ケア推進課把握分 平成２９年度調べ 

 

市民活動支援事業 

 

講座名 内容 対象 問合せ・申込 

健康・医療 

「在宅医療・介護

のすすめ」講座 

在宅医療・介護でどのようなことができるか、岡山

市の医療・介護の現状、もしものときの心がまえな

どについて 

市内在住の概ね 15 人

以上のグループや団

体 

医療政策推進課 

地域ケア総合推進センター 

☎242-3135 

岡山市立市民病院 

出前ふれあい講座 

公民館や地域の集会所などの会場へ、病院の医療ス

タッフを講師として派遣し、最新の医療・健康情報

を提供する活動 

岡山市およびその近

郊で運営される地域

団体など 

岡山市立市民病院 

 担当：守安(人事広報課) 

☎737-3000 

出前講座 自身の健康や老後のおうちでの過ごし方、家族の介

護・看護について理解を深める 

「認知症」「健康管理」等の介護予防、「食べる・飲

み込むこと」「介護の技術」等のおうちでの介護看護

について、介護保険・訪問看護についての分野あり 

県内の職場や地域の

グループ・団体 

岡山県訪問看護ステーション 

連絡協議会 

☎238-6688（火～金） 

出前講習会 薬の本質と正しい使い方を知っていただく 岡山県民の地域のグ

ループ 

岡山県薬剤師会 

☎222-5424 

福祉 

認知症サポーター

養成講座 

認知症を正しく理解し、認知症の人や家族を温かく

見守る応援者になってもらい、そのうえで、自分の

できる範囲で活動をおこなう 

過去受講したことの

ない 10 名以上の参加

予定者が集まる場 

高齢者福祉課 

☎803-1230 

地域ケア総合推進センター 

☎242-3135 

子ども虐待防止サ

ポーター養成研修 

子ども虐待の早期発見と予防のため、子ども虐待の

現状を知り、子育て家庭に関心をもち温かく見守る、

声かけをするなど、無理ない範囲でできる子育て支

援に努め、子育て家庭を応援する方を養成する講座 

市内在住の概ね 10 人

以上のグループや団

体 

こども福祉課 

☎803-1223 

出前福祉体験教室 「体験」を通じて福祉に対する理解を深め、「共に生

きていく力」を育む。メニューとして「福祉講話」「手

話体験講座」「車いす体験講座」「アイマスク体験講

座」などあり 

自主的な集まり、団体

等で、体験学習を希望

する方 

岡山市社会福祉協議会 

 ボランティアセンター 

☎222-8619 

生活・その他 

消費生活出前講座 悪質業者の手口や断り方・契約トラブル、インター

ネット・スマホトラブルなどの対処法について 

市内在住の人 生活安全課 

 消費生活センター 

☎803-1105 

防災に関する出前

講座 

防災に関すること 市内にあるグルー

プ・団体 

危機管理室 

☎803-1082 

地域防犯ボランテ

ィア講座 

「地域における自主防犯パトロール活動について」

「青色防犯パトロール活動の効果的な方法につい

て」など 

市内の地域防犯ボラ

ンティア活動をして

いる人・団体、または

町内会等のグループ 

生活安全課 

 交通安全防犯室 

☎803-1106 

出前講座 ◆ごみゼロ啓発講座 

岡山市のごみの減量化･資源化推進の状況、取り組み

についてなど 

◆食品ロス削減のための講座 

市内在住の概ね 10 人

以上で構成された団

体・グループなど 

環境事業課 

 資源循環推進室 

☎803-1321 

鳥獣被害対策出前

講座 

鳥獣による農作物への被害が発生したところに出向

き、鳥獣被害対策の基本的な考え方や今後の対応に

ついてお話する講座。 

町内会など 各区役所農林水産振興課 

各支所産業建設課 

 

水道出前授業 水道のしくみや歴史など。出張講座の内容について

も相談に応じます。 

市在住の概ね 10 人以

上のグループや団体 

水道局企画総務課 

☎234-5907 

事業名 目的・支援内容 支援対象 問合せ先 

あっ晴れ!もも太

郎体操普及・啓発

事業 

体操の普及による身近な場所での継続した介護予防

活動の推進 

■体操ＤＶＤの無償提供 

■介護予防センター専門職による当初４回の指導、次

年度以降は年２回のオプション支援(体力測定･講

話等)の実施 

■フォーラムや交流会を開催し、意欲向上を図る 

週１回以上体操をす

る意欲のある５名以

上の高齢者のグルー

プ 

 

 

※随時募集 

地域包括ケア推進課 

☎803-1256 

 

岡山市ふれあい介護予防センター 

中区･東区：☎274-5211 

北区：   ☎251-6517 

南区：   ☎230-0315 

生涯現役応援事業 地域で活躍したいシニアの方にボランティアや仕事

を紹介し、健康で生きがいのある人生をサポートしま

す。 

おおむね 60 歳以上の

方 

生涯現役応援センター 

☎222-8619 
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上記以外にも様々な活動支援事業があります。詳細はホームページをご参照ください 

   http://www.city.okayama.jp/kyoudou/kyoudou/kyoudou_00087.html 
 

問い合せ先一覧                        岡山市の地域の保健・福祉活動に係る機関です 

事業名 目的・支援内容 支援対象 問合せ先 

ふれあい・いきい

きサロン（高齢者） 

高齢者の健康増進や介護予防を目的に、地域の集会所な

どの身近な場所で、お茶のみ会やレクリエーション等を

行う、憩いの場づくりの活動 

■活動費(立ち上げ資金 3年間)の助成  ※条件有り 

■立ち上げや活動についての相談、アドバイス など 

活動の実践者、活動に

興味･関心のある方 

 

社会福祉協議会 地域福祉課 

北区中央事務所☎225-4051 

北区北事務所 ☎250-2007 

中区事務所  ☎238-9200 

東区事務所  ☎942-3260 

南区南事務所 ☎263-0012 

南区西事務所 ☎281-0027 

子どもの居場所づ

くり相談窓口 

食事の提供や学習支援等を通じた子どもの居場所を支

援 

■立ち上げ･継続支援、交流、研修会開催    など 

活動の実践者、活動に

興味･関心のある方 

 

ボランティアセン

ター 

ボランティアしたい人、求めている人を調整して、活動

につなぎます 

（ボランティア保険の加入受付、手話入門講座 など） 

市民 ボランティアセンター 

☎222-8619 

生活･介護支援サ

ポーター養成講座 

地域で高齢者への生活支援を行うための基本的な知識

を学ぶため講座を開き、担い手を養成する 

■フォーラム等の開催 

■概ね 10 時間程度の研修講座を６福祉区で実施 

■フォローアップ講座の実施 

地域で見守りやサロ

ン活動などの支え合

い活動に興味を持た

れている方 

地域包括ケア推進課 

☎803-1256 

 

 

※広報誌などで募集 

地域の未来づくり

推進事業 

中山間･周辺地域の活性化を目的としたコミュニティビ

ジネス創出活動に対する支援 

未定 

※７～９月募集予定 

事業政策課 

☎803-1042 

中山間･周辺地域

等稼ぐ力創出事業 

〃 〃 〃 

岡山市区づくり推

進事業 

【地域交流部門】 

【地域活動部門】 

区民が主体的に企画運営する地域活性化イベント及び

地域課題解決の取組を公募し支援 

(１)地域交流部門 

区民主体で企画・運営する区の特色を活かした地域交流

イベントを募集し、採択した事業の経費の一部を助成す

る 

(２)地域活動部門 

地域住民組織を含む、ＮＰＯ法人やボランティア団体等

多様な主体の協働を進め、地域課題を解決するために継

続的な取り組みを募集し、採択した事業の経費の一部を

補助する 

10 人以上の構成員で

組織され、代表者が実

施区内に在住し、区内

で活動する団体 

各区役所総務・地域振興課 

 

市民協働企画総務課 

(ＥＳＤ･市民協働推進センター) 

☎803-1062 

 

 

 

 

※平成 30 年度２期募集：６月 

 平成 31 年度１期募集：12～１月  

空家等適正管理支

援事業 

空家の再生活用や、適正管理を促進するために、リフォ

ーム及び除却費用の一部を補助する 

リフォーム後の建物及び除却後の跡地について、地域の

活性化に活用することを条件に(※最低でも10年間は活

用すること)費用の一部を補助する 

空き家の所有者また

は所有者の承諾を得

た者 

建築指導課 空き家対策推進室 

☎803-1410 

 

※募集期間は 

平成 30 年５月～平成 30 年 12 月 21 日予定 

機関名 主な事業・内容 

問合せ先 

北区中央 北区北 中区 東区 南区西 南区南 

岡山中央・岡輝・

桑田・岡北・石井・

御南・吉備 

京山・中山・香和・

高松・足守・御津・

建部 

東山・高島・富山・

操山・操南・竜操 

旭東・上南・西大

寺・山南・上道・ 

瀬戸 

妹尾・福田・興除・

藤田・灘崎 

福浜・芳田・芳泉・

福南・光南台 

保健センター 

・健康市民おかやま 21 

・健康教室  

803-1265 251-6515 274-5164 943-3210 281-9625 261-7051 

地域包括 

支援センター 

・小地域ケア会議 

・認知症サポーター養成講座 

224-8755 251-6523 274-5172 944-1866 281-9681 261-7301 

岡山市 

社会福祉協議会 

・地区社協、社協支部 

・ふれあい・いきいきサロン 

・あんしんカプセルおかやま 

225-4051 250-2007 238-9200 942-3260 281-0027 263-0012 

岡山市ふれあい 

介護予防センター 

・あっ晴れ！桃太郎体操 

・介護予防教室 等 

251-6517 

（北事務所） 

274-5211 

230-0315 

（南事務所） 

地域ケア 

総合推進センター 

・在宅医療福祉出前講座 242-3135 

公民館 

・地域応援人づくり講座 

・各種主催講座、クラブ講座 

各公民館 
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